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左よりBグループ優勝の<MORANGBONG>,<n-デム>,<BIGPAL>撮影・西村一広/舵社

第 2回小笠原レース

コミツテイー日誌-使曼委員会
4月25日1000小笠原レース・コミッテイー一同がに間に合うとよいが。

竹芝桟橋に集合し,〈おがさわら丸〉に乗船する。船室4月28日1100<RODEMVI>のマスト・トラブ
の一室に陣どってレース本部を開設する。ルのため出艇申告・艇長会議が遅れてはじまる。艇長
4月26日1400小笠原・父島の二見港着。さっそく会議席上，コミッティーの方から<RODEMW>のマ
お世話になる方々を訪ね，打ち合わせをする。ストの修理に手間取った場合，レースのスタート時刻
160Oまだ到着していない艇もあるが，現地での第1を遅らせる提案を行ない，全艇の同意を得る。この時
回の各艇との打ち合わせを行なう。点ではまだ<RODEMW>のマストは艇からはずさ

4月27日0900前夜，羽をのばしすぎたレース参加れ，横にして修理を受けている。

者から,ケガ人が出たり，警察に注意されるという「事1315ゴミッティーの一行が，コミッティー・ボート

件」がつづく。薬師寺さんたちに走りまわっていただをお願いした自衛艦ASU85号艇に到着｡<RODEMVI>~
いたおかげで，なんとかまるくおさまる。のマストはやっとセットされ，チューニングを行なっ

1300地元の小学生を集めて｢ヨット教室｣。武市さんているようである。予定と叡おりのスタート時間とする

のお話をきいて映画を見たあと，レース参加艇に分乗旨，ロール・ゴールの練習で通信する。

して「体験航海」へ。警察署長をはじめ大人もいつし艦上では自衛隊の皆さんの御協力で着々とスタート

ょに乗艇する。の準備が進められる。また折よく視察中の海上保安庁

1700二見港の乗船待合室で「レース前夜祭｣を開く。第3管区海上保安部長の御一行も，ゴミッティー･ボー
来賓や島の人たちもあわせて200人ぐらいが参加する。卜に乗艇し，レースのスタートを見学することになっ
ヨットのパーティーにしてはめずらしく，飲み物・食た。

べ物がたくさんあり，ゆったりとした気分になる。地1400各艇とも追手の風を受け，一斉にスタートライ

元の名物「亀の肉の煮込」も出る。<BIGPAL>のンを切る。ほとんどの艇がスピンを上げてのスタート。
メンバーによる阿波おどりも出て南の島の夜の宴を盛オール・フェア。

り上げる。4月29日0305第1回のロール・コール。各艇の午

パーティー直前に<RODEMW>のマストにひび前零時の位置が報告される。婿島列島をすぎ，北の島
が入ったと連絡あり。<RODEM>のメンバーが走りまの北北東を北上している模様である。速い艇はすでに

わってクレーンや道具類を手配した。明日のスタート100マイルも走っているらしい｡かなり速いレース展開

(2）
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レース艇に近づくため，本来のコースよりやや西寄り

のコースを通る｡4時頃までに9はいほど確認する。

各艇ともかなり速いペースだ。3時の報告では，各艇

烏島の北を北上中とのことである。

かなり強い追手の風をうけ，〈おがさわら丸>も予定

よりかなり速いペースだという。

1505午後の定時コールでも，各艇ともかなり速い位

置を報告してきた。先頭をいくく光〉などはもう八丈

島の北にいる。シーポニアのレース本部では，予定を

一日繰り上げて，フイニッシュ・ラインの用意をはじ

める。

5月1日0305月光ハウスでの受信がはじまる｡<光〉

はもう大島近海まできており，あと数時間でフィニッ

シュしそうである。

1046ファースト・ホームのく光〉がフィニッシュ。

相模湾に入って凪になり，未明フイニッシュの予定が

遅れてしまったという｡つづいて14時21分に<RODEM

Ⅵ〉フィニッシュ。

夕方5時すぎ,<BIGPAL>と<NACHIM>がデッド

ヒートを演じながら，なだれこむようにして入ってく

が予想される。

0930<NACHII>がラダー・トラブルをおこし，

救援を求める通信を父島の海上自衛隊が受信し，丁度

巡航中の巡視艇くうらが〉が現場に向かう旨の連絡を

小笠原マリーナの中村さんより受ける｡<おがさわら丸〉

が東京に向けて出航する時刻がせまっているため，シ

ーボニアに10時から開設されたレース本部と緊急に連

絡をとりあう。その後，トラブル解決，レース続行の

通信が入り，ややほっとする。

1200<NACHIW>のラダー・トラブルのため，何

となくあたふたして，お世話になった島の方々に充分

にお礼のご挨拶ができないままにくおがさわら丸〉出

航時刻となる。

1505第2回のロール・ゴール。これでわかった正午

の各艇の位置をくおがさわら丸〉船内に張り出すと，
レース関係者がどっと集まってきた。

4月30日0000<おがさわら丸〉の6マイル先にレ

ース艇と思われる船影ありとの連絡を受ける｡<おがさ

わら丸〉のブリッジにはレース関係者が何人もおじゃ

まして，レース艇の確認を行なう。特別な計らいで，

へ

第2回小笠原レース成績表

総合順位 セール番号 艇 名 LOA TMF 到着時刻 所要時間 修正時間 7ラス順位 オーナー名

光

RODEMVI

NACHIW

BIGPAL

MORANGBONG

VEGAV

CAVOKU

海 猫

cRANEm

飛烏Ⅱ

丸王丸

FuJIm
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１
１
１

砂田信一

戸田浩

二村昭治

大川勲

成田留雄

宮沢英男

松崎義邦

井上武

佐久間義徳

大村邦夫

玉山聖三

藤本達雄
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０
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２
２

1．0866

1．1499
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1.1068

1.0126
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0.9984
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1.0502

1.1474
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｜
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Ｖ
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Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
’

一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ｉ

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

ｆ

Ｏ
４
２
２
２
３
４
３
３
０
６
５

４
４
４
４
３
３
３
３
３
３
３
４
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5％ペナルティー

優勝杯・その他受賞艇一覧

NORC会長杯・防衛庁長官杯：総合優勝艇く光〉

石原杯：ファーストホーム艇く光〉

東京都知事杯・ローデムトロフィー・カティーサーク杯

Aグループ(I～Ⅲ）優勝艇く光〉

小笠原村長杯・小笠原マリーナ杯・舵杯：

Bグループ(Ⅳ～V)優勝艇<MORANGBONG>

クラス賞（サケカップ）：

クラスI1位<RODEMW>

クラスⅡ～Ⅲ1位く光〉2位<NACHIW>

クラスⅣ～V1位<MORANGBONG>

2位<VEGAV>

おがさわら賞〔小笠原海運㈱提供〕：

クラスI1位<RODEMW>

クラスⅡ～Ⅲ1位く光〉

クラスⅣ～V1位<MORANGBONG>

シーボニア賞〔㈱シーボニア提供〕：

総合優勝艇スキッパー

ベスト・ナビゲーター賞（武田氏寄贈）：

総合優勝艇ナビゲーター

玉屋賞〔㈱玉屋商店提供〕：総合優勝艇ナビゲーター

ベスト・コック賞（名和氏寄贈）：

ラスト・フィニッシュ艇コック

ブービー賞〔小笠原海運㈱提供〕：〈丸王丸〉
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る。その差約70m。ところが先行していた<BIGPAL>

は，リミット・マークの外側を通過，正式にはフィニ

ッシュしていないことになった。（レース委員会では，

リミット・マーク通過想定時刻をもとに5％のペナル

ティーをかけて修正時間を出すことに決定した)結局，

後続の<NACHII>の方が順位が先になった。

5月2日0832昨日の夕方以降，一晩待ったが，略

いうちのフィニッシュはなかった。そして朝一番に

<FuJIm>がフイニッンュ。つづいて午前中にはくモ
ー､↑．､、，●イ・→

フノホノノかﾉ、つ。

1350午後一番のりは<CAVOK>,そして<VEGAV>,
<丸王丸>,<CRANEM>,<海猫>が続々 とフィニッ

シュする。残りはあと一ぱいく飛鳥Ⅱ〉のみとなる。

2340保安庁や自衛隊などからく飛鳥U>を心配する

問い合わせがつづいたが，いよいよ待望の「飛車角コ

ール」がかかる。

5月3日0009日が変わってしまったが,<朧烏Ⅱ〉

がフィニッンュ。これで無事レース全て終了。お疲れ

さまでした。

5月4日1800ゴールデンウイークの連休中日とあ

って，東京から三浦半島の先までぎっしりとつながっ

た車の混雑のため,511fから予定していた表彰パーテ

ィーも，参加者の到椅がおくれたため，一時間ほど遅

らせて始める。表彰式では，ファーストホーム，総合

1位，クラス1位のく光〉に次々とカップやトロフィ

ーが受与される。各艇ののと．ri慢が披撚されたあと，

〈光〉の服部さんの音頭で手じめが行なわれる。

☆ ☆☆

往路廻航中にはかなりのトラブルがあり，小笠原に

向けて出航しながら途中で廻航をl祈念した艇もかなり

ありました。そのため関係苫－．同は，レースができる

かどうかも,じ､配していました。さいわいにも，いろい

ろと小さなトラブルはありましたが，大きな事故もな

く，無事小笠原レースは終わりました。レースに参加

した皆さん，お疲れさまでした。そして，いろいろと

骨をおっていただいた小笠原在住の儒さん，とりわけ

小笠原マリーナの倍さん，海krI衛隊父島分遣隊の告

さん，ありがとうございました。また，小笠原海運の

関係者の倍さんはじめ陰でいろいろとささえてくれた

多くの方々にも1I／〈お礼申しあげます。

へ

小笠原から小網代までの海と空

株式会社海洋気象情報

馬場邦彦

へ

■
■

日本の四季の中で，春と秋とは特に低気圧や高気圧

のような気圧系の動きが速いのが特徴である。

風かおる5月とはいっても，4月末から5月はじめ

にかけての日本近海はまだ晩春ともいうべき時期で，

天気も気圧系の動きとともに周期的に変化する。

移動性の高気圧におおわれたおだやかな晴天も，す

ぐこれに続く低気圧や気圧の谷によって悪化するのが

常で，全航程とも安定した天候の中で走ることが出来

るなどの期待を待った艇はおそらく一艇もなかっただ

ろうと思う。

丁度スタート当日の4月28日，気象庁はゴールデン

ウイーク中の天気予報を発表した（第1図)｡

これによると，くもりや雨をともなう気圧の谷の通

￥義瞥

F展

患

二見港をあとに，一路シーボニア沖をめざす。撮影・西村一広/舵社
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過は，4月30日と5月3日から4日にか

けてと予想しており，特に3～4日の谷

は海，山ともに大荒れになる，と警告し

ている。

このように3日から4日の周期で気圧

の谷が通り，これとともに天気も周期的

に変化するのが，先にものべたようにこ

の頃の特徴だが，このような気圧の谷の

通過は地上の天気図を兇るよりも，上層

の天気図の方が直感的につかみやすい。

第2図は4月27日から5月2日にかけ

ての一連の700mb等圧面上層天気図で，

実線は等商度線，点線は等温線を示して

おり．いわば700mbに沿った地表にほ

ぼ並行な曲面を示していると考えてよい。

風速は矢羽根の長いものが10ノット，

各地点の数字は気温である。

4月27日と30日に等高度線が日本付近

で深く南に折れ曲がっているが，これが

気圧の谷で，この谷が日を追って次々と

東に移動している様子がよくでている。

そしてこの気圧の谷に対応して地上では

低気圧があり，逆に等商度線が北にふく

らんでいるところ，すなわち気圧の峯に

第1図4月28日発表のゴールデンウイーク中の

各地の予報

"鵬毒笹等韻鯛圏間
仙台歴歴亜雁匿匡司礒司
新潟陸|医調墜|[Z]匡函匝］
東京圃怪劃L垂]歴]堅壷函
名古屋因序詞｢蟇丁詞厨F言司｢詞
大'填匿函団匪鹿弓｢琴~]｢罰
“医塵亙I珂日弓停翠｢毒~］
""松匪E詞｢蟇1厚3F弓｢罰｢言1
御‘1匿停覇｢嗣鳫ﾌ副厚引F勇罰｢蚕］

麗等霊震閨筈

へ

蕊

第2図 700mbの上層天気図
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第3図

レース中の地上天気図

夕堅

|’

対応して地上には高気圧が見られる。

スタート当日の4月28日には西日本を中心とした気

圧の峯があり，これに対応して地上では日本海に高気

圧があって東進中で，夜にはその中心を三陸沖に移し

ている。

したがって小笠原近海は広い高気圧の南の部分に当

たり，北のち北東の風10ノット内外と推定される。

けれどもこの頃すでに上空では，華北にある低気圧

から南にのびる気圧の谷があり，これに対応するかの

ように華南には1010mbの低気圧が発生しており東北

東にすすんでいる。

あけて29日，上空の気圧の谷は黄海から東支那海に

達し，これに対応する低気圧も東支那海に出ている。

そして各艇はようやく東に去りつつある高気圧の南西

側から西側のへりに位置するようになり,20～30ノッ

トの南風にかわり，各艇ともスピンをあげ，相当距離

を稼いでいる。

次いで30日，低気圧は9時にはすでに東海沖に達し，

各艇付近はこの前面の強い南風の領域に入り．平均30

ノットの南風が広い範囲にわたって吹き荒れ，合成波

第4図昭和56年4月30日09時の関東近海

の風および波浪実況

単位：風…KNT波浪…M(合成波高）

へ
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第5図低気圧の経路

（黒丸は中心，上の数字は中心示度，

下の数字は日付と時刻を示す）

第6図移動性高気圧の経路

（白丸は中心，中の数字は中心示度，

下の数字は日付と時刻を示す）
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ひろがってきたが，トップグループはこの凪が本格化

する前にフィニッシュしてしまったようだ。

この高気圧は1日夜には房総付近に中心を移し，凪

につかまった第2グループ以下の各艇は,1日午後か

ら夜にかけて伊豆七島沖で北上に苦労したようである。

5月2日，この高気圧は中心を更に東に移し，後続

の各艇ともこの後面の南風の領域に入り，ふたたび速

度をあげ，大部分の艇はこの日の午後までにフイニッ

シュし，父島～小網代間の500浬近い航程を，ファー

ストホーム艇は平均7ノット以上，％クォータートン

艇でも平均5～6ノットで走破するという比較的順調

なレース展開となったが，北～北東風，南のち西の強

風，そして凪，といったように気圧配置の周期的な変

化をそのまま反映したかのような風の変化があったこ

とが今回のひとつの特徴といえるかもしれない。

また，この時期，この海域では真のぼりになるよう

な北～北西系統の風はあまり吹かないために，レース

としてはやや単調な一本のコースに近いコース上で勝

敗が競われる結果となったともいえよう。

第7図はこの頃の関東南沖の海流を示したものだが，

黒潮は34N付近を流軸としてコースラインを切るよう

にWSWからENEに流れているが，各艇ともどのよう

な作戦でこの流れを乗り切っていったか，いつか折が

あればおききしたい｡

レースが無事終了した3日夜，再び次の低気圧が関

東を通過し，3日の海上は南風が次第につよまるとと

もに，夜に入り雨，そして前線の通過した4日の朝は

寒い北風のくもり空，そして抜けるような5日の青空

のあと，6日のくもりに続いて7日は強い低気圧によ

る雨と強風といった具合に，その後も天気は規則正し

く変化をくりかえしている。

商も第4図に示すように4mをこえ，正午32Nから33

Nに達した各艇ともこの荒天の中をスピンをおろしつ

つ頑張ったにちがいない。

しかし一方，この間各艇の前後の趾離は大きくひろ

がり、トッブグループは正午にはもう八丈島付近にさ

しかかっていた。

低気圧は30日午後関東南岸を経て,35ノットという

商速で次第に進路を北東に転じながら三陸沖に向かっ

たが(第5図)，これから南西にのびる寒冷前線は正午

から午後にかけて各艇付近を通過し,風も西にかわり,

クローズドリーチからアビーム気味の強風となった模

様である。

5月111,低気圧は北海道根室沖に去り，この低気

圧に続く商気圧は西日本に達し，西方から急速に凪が

へ

第7図関東沖の海流のもよう
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第8図レース各艇の12時間毎の

位置と推定風向風速
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以東の部分を指して黒潮ということが多い。

黒潮の特性は勿論場所によって異なるが，その主軸

部での流速は，台湾東沖で2～3ノット，東支那海で

1．5～2ノット，本州南岸沖では2～4ノット程度であ

り，最高では5ノットを超すこともまれにある。本州

南岸沖では1ノット以上の表面流速を持つ部分の幅は

100～150km,2ノット以上の強流域は40～80kmぐらい

ある。流速は深さと共に減少し,500mの深さでは表面

の約％～％の速度がある。最近の調査では3000m付近

でも弱いながらもその流れが存在し，特に後で述べる

黒潮大蛇行時にはほぼ海底の4000m付近まで存在する

と推定されている。流量は0～1000mの間だけでも東

支那海で3000万ﾄﾝ/秒,本州南方で5000万ﾄﾝ/秒であり，

海底付近までの全流量は7～8000万ﾄﾝ/秒と見積もられ

る。測定器による直接測定は現状ではほんのごく一部

に限られ，これらの値は，ある仮定(地衡流）の下に力

学的計算から推定されたものである力：その量は世界最

大の河川流量をもつアマゾン河の約1000倍に相当するc

第2図に黒潮断面の水温と力学計算による流速分布

の一例を示す。この図から，断面中の等温線が傾斜し

ている部分が黒潮の流軸に相当することがわかり，こ

のような流れを地衡流という。いままでの経験によれ

ば，日本周辺における海流は実用的にはほぼ地衡流と

して取り扱えることがわかっている。地衡流とは海中

での圧力の水平勾配による力が流れに直角に作用する

地球自転の影響力（ゴリオリの力）と完全に釣り合っ

たときに生ずる定常的な流れである。

北半球では，黒潮や親潮のような地衡流は，流れの

方向に向かって左側に重たい（冷い）水，右側に軽い

（暖かい）水を見て流れている。海水の密度は水温と

塩分によって決まるが，水温の影響の方が大きく，流

れの方向を簡略に推定するには，水温の分布（ある深

さまで必要）を知れば近似出来ることになる。また，

黒潮変動
と

海流通報
海上保安庁水路部海象課長

二谷頴男

1．黒潮の概要

日本近海の海流模式図を第1図に示す。これによれ

ば，日本周辺では親潮系海域を除く，殆どすべての海

流は，黒潮またはその分枝流（対馬暖流,津軽暖流，黒

潮反流等）によって占められている。

黒潮とは，北太平洋の大循環（北赤道海流→黒潮→

北太平洋海流→カリフォルニア海流→北赤道海流）の

うちの北太平洋西部境界域の部分をいう。黒潮の源泉

部はフィリピンのサマール島東沖の北緯12～13度付近

にある。一般に北緯8～23度付近を西流する北赤道海

流は、幅は広いが1ノット前後のそれほど強くない流

れであるが、上記地点で南北に二分され，その北上分

枝が幅をせばめ、流勢を増してルソン島沿いに北上し

フィリピン海峡，台湾東岸沖，東支那海，トカラ海峡

を経て本州南岸沖を東北進し，本州東岸（犬吠崎～金

華山の間）沖で日本を離れて東進するまでの流れをい

う。本州を離れて東径160度付近までの強い流れの部

分は黒潮続流と呼ばれている。また狭義には東支那海

第1図日本近海海流模式図

へ

第2図黒潮断面（潮岬沖，昭和26年9月

3日）の流速と水温の分布

流速は1,000デシバールを基準とした

地衡流計算による（増沢による）
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わずかながら海流の左側から右側にかけて水面が上昇

していることも結論づけられ，黒潮ではその両側境界

では約lmの海面の高低差がある。

黒潮が北太平洋循環の一部であり，その西側境界部

を強い流れとして流れる理由については，太平洋上の

風系による応力と地球自転の偏向力の緯度変化および

陸岸との境界近くでの水平渦動摩擦等が働いて，その

西岸に幅の狭い強い流れが生ずること（西岸強化）が

理論的に説明出来るようになったのは戦後のことであ

る。勿論この理論によって黒潮のすべての現象を説明

出来るわけではない。例えば流速の深度分布，流速や

流路の時間空間的変化のしくみ等については何もわかっ

ていない。しかしながら地球上の風系等が常時変動す

る限り，黒潮に何らかの変動が存在し得るのは当然で

ある。ずっと以前は黒潮にかぎらず海流は大洋の中の

大河であって，流軸も流速も殆ど変化しないものと考

えられていたが，海洋観測が比較的ひんぱんに行なわ

れるにつれて，その変動が激しいことがわかってきた。

戦前の1935年，当時の海軍大演習のとき，悪天候にも

よるが，それ以上に予想外の黒潮の流路によって想定

通りに二艦隊が相遇出来なかったときに初めてその変

動の重要性が広く認められ，以後，水路部や水産試験

場の関係者によって意識的に黒潮調査に努力が払われ

るようになった。

一方，黒潮は気象等の影響を受けるだけではなく，

逆に黒潮をも含めた海洋自体の変動が風や大気熱量等

の気象現象に変化を与え，これが再び黒潮の変動とし

てフィードバックされることも当然である。正確に黒

潮や海洋の変動を取り扱うには，相互作用をおよぼし

合う大気と海洋の各流体を一つの系として取り扱う必

要がある。

黒潮の変動には半日程度の周期から数年～十数年周

期ぐらいの流速・流路の変動が観測されている。更に

これより短いかまたはずっと長い時間スケールの周

期的または不規則変動も当然存在すると考えられる。

特に長期のものについては黒潮観測の歴史が短いため

に具体的に言及出来ない段階にある。

2．黒潮の変動

黒潮の観測は戦前から行なわれていたが，戦後は昭

和30年頃から海上保安庁(水路部)，気象庁等によりほ

ぼ年4回，約1000mまでの各層観測が定期的に実施さ

れ，更に昭和35年以降は，海上保安庁により，毎月1

～2回の簡易迅速な海流通報観測（観測船，巡視船，

航空機による）が行なわれ，黒潮変動のモニタリング

およびその実況通報が実施されてきた。これらの結果

からみると，黒潮変動については本州南方のどこかで

何らかの規模の蛇行が存在していた頻度は約70%以上

に達する。

黒潮蛇行は九州南岸から黒潮続流までいたるところ

で見出せるが，紀州・遠州灘沖以東でよく発達する。

(10)

第3図黒潮の各型

I
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これらは時間・空間スケールから，黒潮大蛇行と中小

蛇行の二つに大別することが出来る。第3図は遠州灘

沖～房総沖間の蛇行の位置やスケールによって黒潮を

A,B,C,D,Nの各型に分類した図である｡これら

の型になる前提として，まず九州南岸または南東岸に

小中スケールの蛇行が年1～3回発生し，徐々に東に

伝播して遠州灘沖に入る。九州南東岸の蛇行は毎年1

～3月には必ず発生し，次いで9～10月頃に発生する

ことが多い。

2－1黒潮大蛇行(A型）

黒潮大蛇行は第3図のA型黒潮に相当する。戦後で

は1953～55,1959～63,1975～80年にこの型が存在し，

戦前では1934～43または44年に存在したことが船舶の

偏流や海洋観測から確認されている。一方沿岸水位の

記録から1906～12,1917～22年にも存在したと推定出

来る根拠がある。いずれにしても，いったん発生する

と2～10年ぐらい遠州灘沖にほぼ定着することが知ら

れている。一番最近のものは,1975年発生して80年夏

消滅したばかりであり，我々はその機構解明に可能な

限りの努力を払ったが，未だ未知の部分も多い。

この型の発生に先立って，冬または初春に九州南東

岸沖で発生したやや大型の中小規模の蛇行が，比較的

遅い3浬/日ぐらいの速度で四国沖を東進し，更に紀伊

半島沖を通過して遠州灘沖に入ると，1～2カ月で急

に発達して大蛇行になる。この急成長のメカニズムに

は地形，特に伊豆海嶺の存在が大きく関与しているは

ずであるが，その完全な海洋物理学的な説明を得るま

でには至っていない。

大蛇行のスケールは極めて大きく，蛇行流軸の南端

は30度N前後までおよぶことが多い。更に特徴的なこ

とは，もともと遠州灘沖に存在する，黒潮内側の小中

スケールの反時計回りの冷水渦が大蛇行の発生に対応

して著しく大型化することである。この冷水は北太平

。匿

一
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洋に広く分布する中層水が湧昇したものであり，外側

の黒潮よりも200～500m深度で5～8℃も低温である。

海面では大気との熱収支の影響もあり，特に夏期にあ

ってはその差は少ないが，それでも1～2℃の差は存

在する。大蛇行とその内側の大冷水渦は，どちらがそ

の発達の原因ということではなく，両者の共存は地衡

流的見地から当然の結果というべきであろう。蛇行し

た黒潮流軸はこの発達した大冷水渦を迂回するため，

北上の後，伊豆大島と三宅島の間を抜けて房総半島沖

に接近して流れる。即ちこの海域では，非大蛇行期よ

りも陸岸に接近して流れるのも一つの特徴である。

紀州遠州灘沖の大蛇行は，ほぼ定常的であるという

ものの，詳細に見れば人間と同様に育成期（幼年期）

最盛期（青・壮年期)，衰退期または消滅前兆期（老年

期)，消滅期（死亡期）に分けられ，それぞれに応じて

蛇行中心位置，スケール，形の上に特性がある。蛇行

の中心については，一般に2～3カ月ぐらいの周期を

持ちながら更に長い年オーダーの東西，南北変動が存
在する。

育成期：大蛇行が遠州灘に入ってから数カ月の間，

やや東進しながら更に大きく成長する時期である。

ある程度大きくなるとそのまま東進して伊豆海嶺

を越えることが出来ず，種々の物理的要因（主と

してロスビー波の進行条件）により逆に除々に西

進を始める。

最盛期：西進を始めた大蛇行は，更に成長してほぼ

紀伊半島沖にまで達し，その南端は30｡Nを超える

こともまれでない。一般にその形は南北に近い形

で細長くくびれる。この時期には，1977年5～7

月や，1979年3～4月のようにくびれた先端が大

冷水渦の一部を囲んだまま切離し，黒潮の南側に

別の冷水渦を発生せしめる

こともある。最盛期の期間

は一般に何年か続くらしい。 第4図

は蛇行は東方に去ってしまう。消滅期は前回の場

合数カ月，前々回では約1年であった。尚，この

期間中には，黒潮蛇行の北上流軸が二つに分かれ

て，それぞれが伊豆海嶺の両側を北上する時期も

ある。

2－2中小規模の黒潮蛇行

第3図の黒潮の分類に於て,A(大蛇行）以外のB,

C,D型は中小スケールの黒潮蛇行そのものである。

尚，同図のN型は婚了がどこにも存在しないで，ほぼ本

州南岸沿いに東進する黒潮であり，その存在期間がそれ

ほど長くないことから中小規模蛇行期間中に含めて論

ずるのが便利である。即ち，黒潮大蛇行が存在しない期

間は，中小規模の蛇行が存在するか，ないしはほぼ直

進する黒潮が存在するかのいずれかである。海流通報

観測の結果をまとめると，この期間の黒潮には次のよ

うな特徴がある。

一例として1966～70年の本州南岸の黒潮流軸の岸か

らの距離の変動を第4図に示す。図から明らかなことは，
（1）準大蛇行の存在した1969年の春～初夏を除いて

は，潮岬・大王埼沖では流軸の南北変化は比較的小さ

い。（2）図中の右斜めに伸びる細いダッシュ線から明

らかなように，流軸の離岸は年に1～3回発生し，平

均約5浬/日で西から東に移動する。くわしく見れば移動

速度と足摺岬での流軸の離岸距離の間には，一次関係

があり(軸の離岸距離が大きいほど移動速度がおそい)，

原理的には遠州灘沖，さらには房総南東沖の中小規模

の黒潮蛇行の時期を予報出来る可能性がある。

流軸の南北変動の周期分析によれば，1年および8

カ月周期が目立ち，6，4カ月にも小さいピークがあ

る。一方，表面流速には1年および4カ月周期が卓越

し，次に6，8カ月周期が目立つ。また，流速変動も

へ
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西から東へ約5浬/日の速さで移動する結果が得られて

いる。これらの事実によれば，流軸変動と流速変動と

は大きな相関を持ち，黒潮変動を支配するある物理現

象の両面として捉えるべきことを示している。

第3図のB型黒潮は蛇行やそれに伴う黒潮内側の冷

水渦が遠州灘沖にのみ存在する。蛇行や冷水渦が伊豆

海嶺の東西にまたがるものをc型とし，それらが伊豆

海嶺より東側の，房総沖にのみ存在するものをD型と

してある。また，直進型のN型黒潮は,平均的には御蔵

島南の伊豆海嶺のギャップ（約1200米）付近を通過す

るB,C,D型の中小蛇行はいずれも西から東に移動す

る非定常型のもので，各型の平均持続期間はそれぞれ

1～2カ月程度である。各型はN→B→C→D→N→

……の順に起る割合が約60～70%である。時にはBと

Dが共存して伊豆海嶺をはさんでW字型を示すことも

ある。親潮起源の冷水が，岸沿いに関東沖に侵入する

のは，黒潮流軸が房総沿岸から離れるC,D型のとき

である。この冷水異変は魚貝類の死，漁場異変の他に

海霧の多発等を伴いやすいので注意を要する。

尚，一般に黒潮流速は紀州・遠州灘沖の大蛇行時よ

りも,B,C,D,N型期の方がやや大きい（約1～2

割程度）し，また，季節的変化よりも不規則変化が大

きいものの，一般には夏に最大，秋に最小であるとい

う統計結果が得られている。また，戦後では黒潮大蛇

行(A型),中小規模蛇行(B,C,D型）および直進

型(N型）は，それぞれ約30%,40%,30%の期間を

占めたことになる。

2－3極短周期変動

半日とか1日程度の極短周期の黒

潮流速変動についての調査が海上保

3海流通報

黒潮は短期は半日，1日のスケールで，長期的には

少なくとも十数年以上の周期でその流速や流軸が変動

している。そこでこれら黒潮やその他日本周辺の海流

や，それに伴う冷水・暖水系の渦動や，水温分布の現

状をモニタリングすると共にその結果を速やかに通報

して，水産海運，気象予報警備救難防衛，環境保全，

防災，各種海洋開発，学術調査レジャー等の海洋に

おけるあらゆる活動の基礎とすることが要望されてい

る。また，この現況把握の積み重ねが将来の海流予報

の実現への一段階であることも確かである。このよう

な目的の下に，水路部では昭和35年から海流通報を実

施して来た。本年は開始以来21年目に当たるのでその

概要について簡単に述べたい。

戦前・戦中は海軍水路部によって軍事作戦支援のた

め，非公開性の下に昭和14年から開始されたが，戦局

の推移と共に資料入手不能となり，昭和19年に至って

中断した。用いられた資料は流速計の直接測定値では

なく，観測船が測定した各深度の水温・塩分から計算

した，海水密度に基づく力学計算による，ある物理量

や，艦船の偏流から推定した海流値であった。戦後は

新測器の導入，新観測船の増強，巡視船や航空機の協

力体制の整備等の後，一般公開を目的とし，通報内容

をも一新した海流通報業務が行なわれるようになった

わけである。

海流通報は海流・水温等の現況をリアルタイムに通

幻堅

第5図海流通報観測線
言冒言ﾃー ﾆー盲57盲五五画ImBpaf･空…1..---,--~=-ﾆー Iーuzp+ロヱ0ﾆー iー--ニー‐‐i‐一二;雰二－．－i‐----i一・

安庁や気象庁によって調査された。

串本沖や熊野灘沖の調査結果によれ

ば，黒潮には半日および1日周期の

変動が卓越するが，その変動は必ず

しも沿岸や内湾の潮流のように規則

正しいものではない。同じ場所でも

日によって半日周期変動の方が大き

かったり日周期変動の方が大きかっ

たりするようである。一般的には内

湾に比して日周変動の割合が大きい

ことが多い。その変動振幅は，平均

流速が2～4ノットのところで約0.5

.ノット程度であった。これらの変動

は天体による潮流の外に，外洋の内

部波や慣性振動に起因する周期変動

が重なっている為と考えられ，潮流

と異なってその予測は今のところ不

可能である。また，4～5日から1週

間程度の周期変動の存在も報告され

ている。高低気圧等の気象現象の変

動の影響を受けている可能性が強い。
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報するのが目的であるので，まず第

一に広い海域の海流等を短期間に測

定する必要がある。海流通報のため

の観測にあっては，停船して海面か

ら海底までの多くの諸項目を調査す

るような研究的観測よりも，むしろ

航行中に簡易で迅速な海象観測を行

ない，海流や水温の現況パターンを

的確に把握する方法がとられる。

3－1観測体制

主力は水路部の測量船（拓洋，昭

洋，海洋，明洋）によるほぼ月1回

の九州～房総沖の黒潮海域の海流観

測である｡但し，この中の4回は精密

な各層観測であるが，その他はGE

K(電磁海流計）やBT(連続自記

水深水温計）によって航走しながら

観測が行なわれる。GEKとは，地

球磁場を導体が切ることにより生ず

る起電力を測定するという原理の流

速計であり，表面海流を測定するも

のである｡次に,太平洋岸沿いの北は

八戸海上保安部から南は石垣海上保

安部に至る14海上保安部の巡視船に

よる，各地先の約100浬の担当定線の

GEK観測が,月l～2回実施されて

いる。更に千歳，仙台，羽田，鹿児

島各航空基地所属と航空機（ビーチ

クラフトYS11)による，ほぼ月

1回の航空輻射温度計を用いての海

面水温観測も行なわれている。これら

すべてのデータは庁内専用電報によ

り水路部に入電される。第5図にこ

れら観測網が示されている。更にこ

れらを補うために，海上保安庁以外

の資料，即ち気象庁，水産庁，防衛

庁，都道府県水産試験場の観測資料

や，漁船，定期船のボランティア協

力による，海面水温や偏流を記入し

た｢海流はがき」等によるデータも

利用される。これらすべてのデータ

はリアルタイムに編集され，2週間毎

に海流通報として水路部から公表さ

れている。

3－2海流通報(特に海洋速報）の

内容

現状では観測能力の不足から，観

測頻度の比較的多い黒潮海域が主と

ならざるを得ない。まずベクトル表

示の海流測得値と，水温分布図から

総合的に決められた黒潮路が海流図

第6図
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として示される。流路はGEKによる海流測得値およ

び海面下100または200mのBT等による，水温測得値の

両方またはいずれか一方が得られている場合には図上

で実線で示される。直接測定の表面水温や，衛星の赤

外線写真による表面水温のみしか得られない場合は，

図上に点線によってその流路が示される。

海流はその力学的性質により,温度分布の水平傾度の大

きいところ，即ち等温線の混んだところを等温線にほぼ

平行に流れる。北半球では水温の高い部分を右に見て

流れる。特に季節変化のおよばない200m,500m等の

水温値は海面の黒潮流軸の示標として用いられる。遠

州灘沖では200mの16℃,500mの10℃がこれに相当す

る。

水温図には，海面,100m,200mの水温分布図が示

される。この水温パターンは海流や渦動のパターンに

ほぼ支配される。更に黒潮流軸の主要陸岸地点からの

距離や，流軸中心部の海面水温や，毎回の特徴や解説

等も示されている。更に冬期から初春にかけては北海

道周辺の海氷分布も掲載される。また，特に顕著な変

動が発生した場合には，その都度号外が発行される

(年1～2回)。第6図に一番最近の5月上旬の海洋速

報の海流図と200m水温図が示されている。

3－3海流通報の発表方法

海流通報は次に示す方法でリアルタイムで公表され
､

ている。

(1)NHKラジオ第二放送（第一，第三金曜日22時

の気象通報の後，引き続いて放送）

（2）ファックス（共同通信社のサービスで，第一，

第三金曜日の次の日曜日および月曜日の11時放送）

（3）海洋速報（水路部刊行で第一，第三金曜日に発

行，希望者は管区または本庁水路部に申し込めば

入手出来る）

（4）水路通報（水路部刊行で，第二，第四土曜日に

発行）

但し，(1)，（4)は黒潮の流路のみ，(2)，（3)は海流図と

水温図が含まれる。

3－4観測の推移

昭和35年以来を5年間毎に分けると，観測船の観測

行動日数は平均日数で見れば230,228,209,190日と

なり，特に昭和45年以降の後半に入ってから減少ぶり

が目立つ。巡視船は主として沿岸部をカバーする役割

であるが，第3期までは130日から180日へと漸増傾向

にあったものの，最後の第4期は著しい減少が見られ，

特に昭和52年以降の減少は甚だしい。前者は観測員の

乗船観測旅費予算の実質的な年々の削減，後者は200

海里対策による巡視船の観測行動の削減によるもので

ある。航空機の参加は昭和40年から徐々に開始され，

その観測は漸増しつつある。これら観測日数の増減は，

海流通報の内容充実度の変遷によく反映されている。

即ち奄美大島付近から東経145度までの黒潮流域のう

ち，資料不足によって黒潮流路が決定出来なかった海

(14)

域を除いた流域の全流域に対する比(充実度)は昭和45

年の70％から60%へと，また，種ケ島から犬吠岬の間

の充実度は90%から75%へと減少している。更に仮に

充実度が100%を示したとしても，通報間隔の2週間

以下の変動は，必ずしも捕えられているとは限らない

ことに注意しなければならない。原因がいづくにある

かは別として,海流の現況モニタリングが,最近衰退の

一途をたどりつつあることは事実であり，今後我国の

海洋活動への比重の増大が予想されるかぎり，まさに

憂慮すべきことである。

3－5将来の展望

海流通報の衰退を喰い止め，この業務を継続するの

は勿論，その質・量ともに，更に発展させるために，

再開20年を機に今一度海流通報業務を見直す目的で，

昨年5月，利用者の海流通報利用の実態意見，要望

等について，当部刊行の海洋速報配布者を対象とする

アンケートを実施した。その内容は省略するが回答率

は40%であり，回答の要約は次の通りであった。

即ち利用者は，より広範囲の海域を，欠測すること

なく，精密に，より頻度大に，より早く海流の現況を

知りたいということに尽きる。そしてより早くという

ことは，最終的には海流予報の実現を望むということ

であろう。

このようなアンケート回答を十分考慮して，海流通

報の海域や，観測の時空的密度を増加すべ<種々の体

制を整備して，1985年頃には，我が国周辺のほぼ200

海里全域にわたって，毎週一回の海流通報を実現出来

るよう努力したい。その為には観測船，特に海流通報

専用の高速大型船，観測専用大型航空機の増強や，現

存の巡視船・航空機による観測の拡大や，衛星データ

の即時活用，衛星利用の漂流ブイによる海流調査等の

他，漁船・商船によるボランティア水温観測，海流ハ

ガキ等による協力，また，他官庁とのリアルタイムで

のデータ交換これら増大する資料の自動処理編集シ

ステムの開発等が望まれる。特に一般民間からの協力

は，それがそのまま充実した海流通報として民間が利

用し得ることになるのである。

そして最終的には，海流通報のみならず，長期・短

期の海流予測に到達したいものである。そのためには，

海流通報観測と並行して，黒潮変動機構解明の為の諸

研究調査を続けていく必要がある。

＊

＝屋

へ
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今年はアドミラルズ・カップの行なわれる年である

ため,アメリカの代表艇の選考を兼ねる最終的なレース

として,SORCは例年以上にエキサイティングだった

模様である。出場艇82艇の中でその半数が全くの新艇

或いは昨年のSORC以後に建造された艇であった。

アドミラルズ・カップの出場を狙うオーナーとして

は当然のことながら，レーティングが30.0フィートか

ら37フィートのサイズのクラスで最も白熱したレース

が行なわれた模様である。

全6レース共，と．ちらかといえば強風のコンディシ

ョンであったようだが，3レースは大型艇に有利，3

レースは小型艇に有利という条件であった。

話題の新艇くニュー・キアロア>(ロン・ホランド設

計，81フィート）は，強風の第2レース，第3レース．

第5レースでは50位,50位,59位と振わなかったが，

軽風の第6レースでは1位を獲得，第1レースでも7

位に喰い込んでいる。これに対し西独から参加の最小

レーティングである％トナー,<DB-1>(ヴァン・デ・シ

ュタット設計）は，サーフィング状態の続いた第5レ

ース（マイアミ～ナッソウ）で修正総合1位となった。

これは日本のセイラーには奇異に聞こえるかも知れな

いが，米国ではレース距離に応じてハンディキャップ

の決まるタイム・オン・ディスタンスの方式を採って

いるためである。この<DB.1>は昨年の％トン世界選手

権で上位10艇中に4艇が入るという，ヴァン・デ・シ

ュタットの最近の傑作である。

しかし，デザイナーの面から見ると,今年もピーター

､ノン’ホランド，フレーズの3者が圧倒的に多く，総

合成績でも上位10艇の中にはこの3者の手になるもの

が多く入っている。

レースの総合成績からみると，何といっても最も話

題となるのはくルイジアナ・クルード>(ピーターソン設

計43フィート）であろう。この艇はSERENDIPITY

YACHTからストックボートとして売り出されている

SERENDIPITY-43をベースとしている｡6レースをそ

れぞれ，4，3，5，9，7，4，と安定した走りを

見せて，第3レース終了の時点で，もうその優勝は動

かないものと目されていた由である。

このSERENDIPITY-43の設計は1978年のもので，

オーストリアの<YENA>がそのオリジナルである。

(15）

昨年のSORC優勝艇,<ACADIA>も姉妹艇である。勿

論,<ACADIA>も<LOUISIANACRUDE>もスト

ックボートそのものではなく，カストムポートとして，

より軽く，より固い船体となるように，ケブラー，カ

ーボンファイバー等のいわゆるエキゾチック・マテリ

アルを採用して建造したものではあるが，その設計の

息の長さは注目すべきであろう。なお,日本のくカズ〉

(前トーゴ)は同一の設計艇である。<LOUISIANA

CRUDE>はビルダー所有の艇であり，レースの結果当

然,アドミラルズ･カップの米国代表の座を得たはずで

あるが，レース終了直後，スウェーデンのヨットマン

に売られてしまった。噂によれば，オーナーは売るつ

もりは全くなかったが，買手が建造費用の3倍の値段

で買うことを申し入れたために，その誘惑に負けたと

いうことである。この艇がスウェーデンに渡って，ス

ウェーデンの代表選考レースでどのような走りを示す

か興味のあるところである。

もう一つの大きな話題はレーティングのチーティン

グであろう。今年も<ACADIA>(フレーズ設計40フィ

ート）は大活躍をしたが，レーティングが29.9フィー

トと非常に低く，シリーズの最中からその異常さが指

摘され，一部の艇からは抗議が提出されていた。この

ため，シリーズ終了後，一応アドミラルズ・カップの

米国代表艇は<WILLIWAW>,<ACADIA>,<SCARA

MOVCHE>の3艇と決まったものの，上位艇の再計測

が行なわれた。その結果,<ACADIA>は1.2フィート

<WILLIWAW>は1.0フィート,<SCARAMOVCHE>

は0．2フィート,<INTUITION>は0.1フィート，それ

ぞれレーティングが上がり，成績の順位が大きく入れ

替わった。そしてアドミラルズヘの代表艇としては，

<SCARAMOVCHE>,<INTUITION),<STARS&

STRIPES>の3艇が選ばれることになった。総合成

績では<SCARAMOVCHE>は上位10艇に入っていないが，

第2レースでディスマストしてリタイヤーをしたため

である。米国の代表艇の選考方法は，各艇のパーフォ

ーマンスによって選ぶのであり，必ずしも総合結果だ

けで決めるものではないからである。

今日のトップクラスのレースは本当に僅少差で勝敗

が競われており，そのためにレーティングを少しでも

下げるようにあらゆる努力が払われている。今回のS



昭和56年6月15日第74号 ○FFSHORE 昭和52年7月21，第三楠郵便物認可

ORC参加艇のあるものは，計測を行なうために，河口

にのぞんだ原子力発電所の冷却水の出口のところまで

ヨットを持ち込んだという。これは常温の海水よりも

淡水で，しかも水温の高い方が水の比重が小さくなる

ので，ヨットの吃水が深くなることを狙ったものであ

ろう。

このことの良否の議論は別として，世界のトップレ

ベルのレーサーの執念を示す一つの話題となろう。計

測のあり方について今年はかなりの議論が沸騰するこ

とであろう。

（注：本稿はNORCからの依頼により，海外の雑誌，

ノースセール社の情報システム，今春来日したノース

の社員の土産話等から拾い集めて書いたものでありま

す）

1981年度初島レース

恒例の初島レース，距離も短く，コミッティーとし

ては楽なレースであるが，つい2週間前のビッグボー

トレース事故当日，諸磯湾より見た海況，また強風の

ため捜索救助もままならぬシーボニアレース本部の様

相が記憶に生々しく，気が重い。正直言って，できれ

ば他の艇に代ってもらいたい，そんな気持ではあった

がコミッテイー要員確保に四方八方電話をしている内

に気も落ついてきた。どうせ誰かやらねばならぬ，や

ってやろう，ただ日頃から言っておきたい安全について

の配慮はコミッティーの立場から充分伝えておこうと。

艇長会議はほぼ定刻どおり，38艇の申込中，34艇が

出艇申告，参加人員約200名。気になる天候も，晴又

は曇，2～3m,Nの風，このままおだやかに推移す

るであろう，ひと安心。横須賀海上保安部からの注意

事項の伝達もふくめ，ハーネス，ライフジャケットの

装着，念入りに呼びかける。

11：00クラスI～Ⅵ全クラス34艇同時スタート。

リミットマーク寄りのHトン<Dolly>および小型

艇は,15分遅れと感違いした様子のQトン<Tracer>

の2艇が再スタート。全艇アビームからクォーター1

~2mの微風のもと，おもいおもいのスピンを展開す

るが，一時間経過してもコミッティーの視界から去ら

ない。

昼過ぎより小雨，歌にある城ヶ島の利久ネズミの雨

といった風情，あいかわらず風は無し。吹けば吹いた

でつらいのは承知の上で，これではレース終了は明け

方近くかと皆でぼやきあう。

ファーストホームの声をきいたのは夜10時真際，

<BigApple>の21:59:09,所要時間10:59:09。し

(16)

帆走委員長鵜飼恵

(諸磯フリート<TSURUGI>)

ばら〈間を置き，〈光>,<Fuji>,<RodemW>の大型艇グ

ループ22：26：25～22:30:13の間に相次いでフイニ

ッシユ。

次いで着順5位く慎記郎>22:48:45｡Hトンクラスの

トップは<KARASU>23:66:19｡Qトンでは<Corona

delMar>0:03:35．最終艇は<NeoPathos>01:37:25．

この間，各艇相次いでフィニッシュ，秒差でフィニツ

シュラインを切る艇が続く。

航跡図によれば初島回航のトップ艇は<BigApple>

1655,中位グループは1800前後で団子状態最終艇は

く飛車角〉1850．回航後は順風に恵まれた模様,N-E

の風でいつもの上りのコース。コミッテイーではそれ

ほど吹いているとは感じなかった。

各艇事故らしいものもなく，無事帰投ほっとする。

修正ではHトンの<Dolly>,<Karasu>,%トンの

く慎記郎>,Qトンの<CoronadelMar>の順位，ファ

ーストホームの<BigApple>は11位となった。

なお，3/4トンのく雪風〉はフィニッシュ時航海灯

点灯せず，またHトンのCreatPeople>はオーバー

ラッピングジブにセールナンバーが入っていない旨コ

ミッテイーより確認されたため，後日開催されたNO

RC帆走委員会にてルール，判例，再認識後，両艇の

スキッパー，オーナーに連絡，5％のペナルティーを

課す旨ご了承願った。

最後に，より多くの艇が今後ともNORCの島回り

レースに参加して欲しい旨希望するとともに，新艇建

造のため下取り交渉中の<TSURUGI>に代り愛艇くか

げろう〉を提供していただいたオーナーの川久保氏の

協力を感謝します。

餌里

へ
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I
JBBS'81レポート
ジャパン・ビッグボート・シリーズ’81

<EXPLORER>事故報告書

藤森紀明／関忠好

艇名EXPLORERセール肋.2528

艇長関忠好

クルー藤森紀明林賢之輔清水泰武椙山昭三

大嵩年長下田恭典萱島裕源

日時昭和56年3月15日1330頃

場所油壺マリンパーク沖400m

風向西南西18m～20m

波高3m～5m

落水者清水泰武林賢之輔2名

オーナー関壮好

住所横浜市磯子区中浜町14－5

－落水伏況一一

第3レースは「寒冷前戦通過の為中止」を0630に知

り、1000臨時艇長会議にて第4レースは予定通りスタ

ートの決定を聞いた。1100三崎マリ－ンの艇に集合。

1130油壺出航，第4レースに参加すべく，スタート海

面の亀城礁沖，南西0.5マイル地点に1200到着。全参

加艇が集合しているものと思い，スタート時刻まで3

ポイントリーフの機帆走，リーチングの16m～18mの

風にて6～7ノットでスタート海面で待機する。

1210頃コミッテイーボート〈サンバードV>がスタ

ート海面に向かって来るのを確認する。1220頃くサンバ

ードV>が亀城礁より上り切れずタックするのを確認，

スタート海面に向かって来るものと思う。1245頃コミ

ッティーボートのくサンバードV>がシーボニア方向

へと帰って行くのを確認して，第4レースも中止にな

ったらしいことを知り,1250油壺に帰航することを決

定する。亀城礁沖より油壺入口まで西南西の風18m~

20m、リーチングの3ポイントリーフの機帆走にて6～

8ノットで帰航。小網代崎沖にて，進入コースが下りす

ぎているので，もう少し風上に上り，諸磯沖の網を確

認して一気に油壺に進入したらどうかと、清水氏と相

談したが，油壺入口にてランニングの追波の方が恐い

のではないかということで，直線コースになるリーチ

ングのコースにて進入する。

1330頃諸磯沖の網を確認して，風が強いのでブーム

と共にメインセールを降ろす。林賢之輔氏はブームおよ

びメインセールを押えにコックピットのリーサイドに

行く。大嵩氏はメインセールを固定するショックゴー

ドを取りにハッチの入口を開ける。この時の乗員位置

は図－1の如くです。

林

藤森
閨

大嵩

萱島

下田

椙山

清水

林

関

大嵩

藤森

清水
〃
西南西 椙山

(17）

図－1図－2

この直後に横方向（西）より大波を受け，波がコッ

クピットの中に打ち込み，艇は30c～40．ぐらいヒール

し，清水氏と林氏の2名が落水した。

すぐにスキッパーより，クルー2名はキャビン内に

入るように，流出のロープの有無の確認をするように

いわれ，藤森はメインセールを固定，椙山はヘルムに，

関は落水者のワッチをおこない落水地点に向かう。林

氏と清水氏は手をつなぎ，または林氏のライフ・ジャ

ケットに清水氏が（ライフ・ジャケットおよびハーネ

スは着用していなかった）つかまって泳いでいた。こ

の時西南西の乗員および落水者の位置は図-2の如くで

す。落水地点まで返転して1分ぐらいだと思う。

そして,林氏をまず関と大嵩で引き上げた｡清水氏は

一度波の中か，船にもぐり，見失なった。この間に，

ヘルムスを椙山から藤森に変わり，船の後方向に清水

氏を発見，1回転か，2回転して清水氏に2～3m接

近し，ライフ．リングを投下したが，風の為2mほど

横にそれてしまい，清水氏はライフ・リングの流れる

（岸）方向に泳いでみたが間に合わなかった。

この頃すでに岸より300mぐらい近づいてしまい，

マリンパーク沖の岩礁の横沖ぐらいまで入り込んでし

まった。また何回か接近を試みたが岸近くにはエビの

刺し網の発泡スチロールのブイがあり，そのブイに海

草がからまって長く黒く見え，網と間違えて返転して

いるうちに，岸より200mぐらいの地点の発泡スチロ

ールに清水氏がつかまっているのが見えた。ヨットで

はもうこれ以上接近することは出来ないと思い，また，

2次遭難をおそれ，油壺に帰って魚船および陸上から

の捜索にすることに決定した。

1400頃三崎マリ－ンに入港。陸卜組はマリンパーク

の海岸に。海上組は山下ポートより，ライフボートに

て捜索に向かったが，ライフボートでは油壷側からで
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は現場に近づけず，シーボニアよりくハマユリ〉にて

捜索することになった。〈ハマユリ〉にて捜索に向かっ

たが，発見出来ず，残念ながら清水氏を失うことにな

ってしまった。

※第4レース参加にあたり，出航前に話し合った内容

①女性クルーの小倉洋子さんは乗船させない。1030

本部に報告，出艇リストより乗船の取り消をする。

②15m～20mぐらい吹かれるので新しいクルー2名

はコックピットより出ない。

③バウ作業は藤森と関の2名にておこなう。

④コックピットの作業は林，椙山，大嵩の3名にて

行なう。

⑤ヘルムスは清水氏が行なう。

⑥セール交換は出来るだけしない。油壺にて全ての

準備をする。

⑦今日はサバイバルレースになるのでセールは最も

小さくし，艇をアンダー・コントロールするように

心がける。

⑧ライフ・ハーネス，ライフ・ジャケットは全員着

用（これは出航時，スキッパー，藤森，清水氏から

出たが，残念ながら清水氏は着用していなかった。

また，あとのクルーは全員，ライフ・ハーネスを，

数名はライフ・ジャケットを着用していた)。

落水事故の原因について

藤森紀明

この度の落水事故の原因を種々の角度より報告する

ことは私たちの努めであると思い，ここに私が体験し

た事実関係を多少の想像も加わると思いますが，事故

報告とは別に報告したいと思います。

1）直接の原因と思われること

①ライフ・ハーネスおよびライフ・ジャケットを着

用していなかった。

これは前記の事故報告の通り，出航前の話し合いの

中で，スキッパー関，私，および清水さんの3名より

着用の命令はクルーに対して出ておりました。油壺出

航時に，クルーは全員ライフ・ハーネスを，また，数

名のクルーはライフ・ジャケットを着用しておりまし

た。しかし，残念ながら清水さんだけはそのどちらも

着用しておりませんでした。今私が思うに，クルーに

は強く命令しても，清水さんがライフ・ハーネスを着

用していなかったことは，清水さんの経験からして，

私はそう気にしなかったということが実情です。また，

いつも帆走している海面だけに，少しの安心感があっ

たのと，清水さんの判断に対して彼にアドバイスする

(18)

のに少しの遠慮があったのです。この遠慮が生死を分

けることになってしまい，痛根の悔みになってしまい

ました。また，林氏と清水さんの2名の落水の中で，

林氏はライフ・ジャケットを着用していた為，清水さ

んと手をつなぎ，また，清水さんが林氏のライフ・ジ

ャケットにつかまりながら泳いでおりました。近づい

て来る船に，一度波の中にもぐったものの，林氏は船

のブルーワークにつかまることが出来ましたが，清水

氏は同じく船につかまろうとしたのですが，ライフ・

ジャケットを着用していなかった為，浮力がなく再び

波の中か，船の下に潜ってしまったのではないかと思

います。

2）間接的原因と思われること

①油壷進入コースが陸岸に接近し過ぎた。

これも事故報告書のように，油壺進入コースは小網

代崎の沖を通過する頃，清水さんと話し合ったのです

が，結果的には油壺へのプロパー・コースを選び，落

水海面が岸より400mぐらいの地点になってしまい，

その後の救助活動および救助の時間があまりにも少な

過ぎることになってしまいました。荒天下の油壺進入

コースは非常に神経を使うものですが，進入コース的

な問題は別として，荒天下での表層流は想像を絶する

速さで，落水者は数分の間に岸に近づいてしまいまし

た。この落水という問題に直面した場合，岩礁に近い

プロパー・コースが落水者の救助をさまたげた原因と

なってしまいました。

②メインセールを降ろした為に艇速が落ち波に乗り

切れなかった。

亀城礁沖より油壺進入まではリーチングの3ポイン

トリーフの機帆走で6ノットから7ノットで走ってお

りましたが，油壺入口にてメインセールを降ろした為

に艇速が4ノットから5ノットに落ちたものと考えら

れます。この為に岸礁に近い，波長の短い横波に乗り

きれずに，メインセールを降ろしたとたん横波を受け

たものと思われます。また，この時のヒール角度は30

度～40度ぐらいで，船が横だおしになって落水したの

ではなく，横波のショックと波の力により両名は落水

したものと思います。

この地点でメインセールを降ろすという判断は，す

でに油壺入口にかかっており，油壺進入コースが追い

波のランニングコースとなる為，ワイルドジャイブお

よび高速での油壷進入を恐れたものです。また，この

作業をしなければ少なくとも林氏は落水しなかったと

思います。林氏はデッキ上に降ろしたメインのブーム

とセールがシバーするのを押えにコックピットのリー

サイドに移動中，横波を受けて落水しました。結果的

にメインセールは油壺に進入してから降ろした方が良

かったと思います。

へ

包国
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③出航時にライフ・ブイに十分な長さの浮揚性のロ

ープを取り付けていなかった。

これは海上保安庁の指摘により，私たちは初めて知

りました。それまで私たちはこの、､ライフ・ブイに十

分な長さの浮揚性のロープ'′を取り付けなければなら

いということは全く知りません.でした。これは船検の

設備規定にあります。

私たちが今まで知っていたことはORCカテゴリー1

および2に於いて(ORC11-53)、､呼子，シーマーカ

ー，強力な自動発光ブイならびに下記のポールおよび

旗をつけたライフ・ブイをもう1ケ以上'′という項目

で，ライフ・リングについているロープはこのライフ

・ブイとライフ・リングをつなぐロープであると思っ

ておりました。しかし法的にはこれとは別に船検の設

備規定により、､十分な長さの浮揚性のロープ''を取り

付けなければなりません。

落水事故のあと舵社の雑誌などで色々調べましたが，

このライフ・ブイにつけるロープについては賛否両論

船体にむすぶ

図－3

色々とあるようですが，法的にはこのロープの件が海

上保安庁の調書に於いて一番の問題点となっておりま

す。

実際に私たちは林さんを救助して，次に清水さんの

救助にかかったのですが，1回または2回の返転時に

清水さんの落水地点に4．5メートル近づいた時，ライ

フ・ブイを投下しておりますが，風圧の為ライフ・ブ

イはわずか2メートル程左にそれてしまいました｡(そ

の後このライフ・ブイは油壺マリンパークの海岸に陸

上班がかけつけた時に発見している）

この時，ライフ・ブイにロープがついていれば救助

・に役立ったか否か，今となってはわかりませんが，救

助の為に役には立っていたかと思います。また，1個

目のライフ・ブイの投下に失敗して2個目のライフ・

ブイをすぐ投下しようとクルーがしましたのでロープ

をつけてから投げるように私は指示しております。そ

れは，①ライフ・ブイは2個しかないので2個目の失

敗は出来ない。②陸の岸礁に非常に近いため，もしも

(19）

清水さんがこのライフ・ブイにつかまることが出来た

場合，この岩礁帯より清水さんを引き出す為，の2点

を思ったからです。

その後，清水さんに何度か接近をこころ見てライフ・

ブイを投下したり，清水さんの近くにライフ・ブイを

流そうとしたのですがうまくいきませんでした。結果

的には強風下の中，ロープをつけたライフ・ブイを遠

くに投げるのは非常にむずかしいことでした。

以上の4点が今度の落水事故の原因になっているも

のと思われます。今思えば私たちの救助活動に色々の

おち度があると思いますし，私たちの非力を痛感して

おります。また，清水さんを救助出来なかったことを

非常に残念に思っており，常日ごろの救助訓練がいか

に大切かを痛感しております。

捜索に御協力いただきました

皆様へ

<EXPLORER>グループ

関壮好鈴木隆太郎中島淳雄藤吉民雄
大嵩年長椙山昭三藤森紀明

去る3月15日,NORC関東支部主催JAPANBIG

BOATSERIES'81のレース開催中に，第4レース

中止後油壺に帰航途中，不幸にして清水泰武さんの落

水事故が発生，清水泰武さんを失ってしまいました。

事故発生後，シーボニアのレース本部を救急捜索本部

にしていただき，レース参加の皆様はじめ実に多くの

方々より心からの御協力をいただき心よりお礼を申し

上げます。

事故発生後，すぐに強風が吹きあれる中，油壺マリ

ンパーク海岸に捜索に行っていただいた皆様，油壺よ

りレスキューボートを出していただいた山下さん，シ

ーボニァよりくハマユリ〉を出していただいた皆様，

夜間強風の吹きあれる海岸線を懐中電燈にて捜索して

いただいた皆様,NORCのレース本部の皆様，清水さ

んの友人の皆様，また，関西の<NoMIm><ToGom>

<KO-TERU-TERU>の皆様には義援金をいただき，

そして皆様には友情あふれる海の仲間の心からなる御

協力をいただきまして誠にありがとうございました。

清水さんの御家族の心情を考えますと誠に残念なこ

とになってしまいましたが，海が何よりも好きであっ

た清水さんの心よりの御冥福をお祈りいたします。今

回の落水事故によりNORC他，関係者の皆様には多大

の御迷惑をかけてしまい心からお詫び申し上げます。

今後再びこのような事故が起きることなくNORCの外

洋レースが発展してゆくことを心より祈っております。
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第一回

東シナ海

ヨシ1､レース

江良新
社団法人長崎ヨットクラブ会長

九州外洋帆走協会会長

十数年前より私はヨットによる訪中，東シナ海レー

スを計画し色々な努力を重ねて来ました。始めは手が

かりを求め，日中友好協会に一年分の会費前金をとら

れたり，中国遠洋運輸公司の船長が上海市革命委に計

画書を届けてくれるとの話があったり，県知事が訪中

するので持って行ってやると言われて副知事に会った

り，在北京民間大使西園寺氏と従兄弟即ち明治の元勲

の御落いんと称する男が現われたり，北京や上海の官

庁に盲打ちの手紙を送ったりしましたが，凡て梨のつ

ぶてでした。段々考えて見ると，百花済放の後の混乱，

大躍進人民公社時代，文化大革命紅衛兵紅小兵人民裁

判の内乱，四人組と大内乱の時期にヨット訪中など全

く省みられず北京か上海，或は知事のポケットの中に

計画書が眠っていただろう事は当然の成行きだったで

しょう。明革号来崎在長崎革僑との接触等あがいて

いた時,昭和54年中国大使夫妻が来崎し,パーティーの

折，大使夫人に計画書を中田長大教授に手渡してもら

いましたところ，2ケ月後北京より信書が来ました。

中国船艇協会より日中親善のため良い計画だと思うが，

当方準備不十分で出来ない旨の正式回答でした。否定

の返事であっても私の知る限り文書で正式返事をもら

った日本の団体は無く，訪中OKとの返事も凡てパー

テイーの席上とか何かの話のついでに出た言葉とかで，

名古屋ヨット倶楽部の人達の話とか，日中海底ケーブ

ル完成を祝してOKとか，私が何度も一喜一憂した経

験に類するものでした｡私は別に7，8年前第一回訪

韓団を作って釜山を訪問しましたが，その時も韓国側

は困苦欠乏に耐えて働いている所にのんびりとヨット

訪問等とんでもない，士気を乱すとて拒否されました

が，苦しく暗い時こそ明るいニュースが必要，日本も

戦後リンゴの歌，少年野球国体が国民に明るい気持を

もたらしたと説き，受け入れられるに到りましたが，

同様に暗い混乱を経て今日程中国民衆が明るいニュー

、錨鱗

ハル
。

審陽

ビﾝ‘／‘ゞ
グ

重慶
｡
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愛ﾉ'0中菫民。
香港

◎

スを歓迎する気分になった事はないはずと考えました。

55年12月中国船艇協会および中国大使館宛再度信書

を送り，56年夏の訪中を求めました。私の考えでは拒

否されても毎年承認を申請し続けるべきであり，また，

それが礼儀であるということです。梢思いがけず56年

2月中国大使館より電話があり訪中を承認する，直に

北京の中華全国体育総会宛詳細な実施計画を送れと指

示して来ました。作ったのが別記計画書です。

私には二つの具体的目標がありました。一つは往航

で上海の大学生グループと長大,長崎総合科大外洋帆走

研究会学生グループとの友好関係の開始，ディンギー

の贈呈帆走同乗練習,将来大型艇を贈呈し，日本に来て

もらうことであり，もう一つは復航で第一回東シナ海

横断外洋ヨットレースの実施および継年持続です。衆

知の通りNORCは権威を重んずる閉鎖的団体ですが，

我々は我々のKOSA加盟であろうとなかろうと,N

ORC加盟艇であろうとなかろうと，差別せず参加さ

せる。レースの実施はKOSA実行委の思う所に従っ

て決める,と数年前より決めておりました｡ただ参加隻

数は往航の集団航海,復航の400マイルレースを考えて，

第一回訪韓時と同じく10隻程度としました。別記参加

申込艇表参照。なお，最終的には〆切を5月中旬に延

ばしました。往復航レース等の日程は計画書を参照下

さい。

今回の計画より実施に到るまで神戸百合若丸の合田

氏，太平洋の王者戸塚氏に大変御力添え頂き有難く思

っております。6月上旬に確定参加者名簿，確定航海

およびレース計画書を毎日新聞に発表する予定でおり

ます。また，レース終了後，状況報告を本誌上で行な

いたいと希望しております。実は長崎港に大ヨットハ

ーバーを造ることは10年来の我々の希望でありますが，

本企画の目的も上海行の基地長崎国際ヨットハーハ

ーの建設促進にあります。皆様の御協力に深く感謝い

二国
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たします。

参加申込艇

3月31日現在参加希望艇10隻神戸，広島，別府，

熊本，佐世保，長崎

東京(小林則子氏？）
4月8日更に1隻申し込み熊本

日本国外洋ヨット団中国上海港訪問計画姉びに

第一回東シナ海横断外洋レース実行計画書

1．主催

九州外洋帆走協会，社団法人長崎ヨットクラブ

2．後援

長崎県，長崎市,NBC長崎放送，毎日新聞社

3．日程

1981.7.23.1000(日本時間）長崎港出港

7.27.1800(中国時間）までに揚子江江口の中

国側指示地点に集結

7.28．中国側水先人の案内により揚子江遡航

夕刻までに上海港入港

7.29,30上海港停泊

7.31.0900(中国時間）上海港出港夕刻揚子

江にて水先人下船

8.1.0800(中国時間）揚子江江口東方の中国

領海外50マイルの地点より東シナ

海横断レース・スタート

8.5.1800(日本時間）タイムリミット，フイ

ニッシュラインは五島大瀬埼灯台

を方位345.に見る線とする

8．6．1200(日本時間）までに長崎港入港，入

国手続，終了式後解散

4．通信および本部船

参加全艇にアマチュア無線，周波数144,出力10W

およびハンドマイクを必携とし，参加艇中1隻を本部

船と指定する。本部船より各艇に定時コールを行ない，

本部船は短波により陸上本部へ通信する。中国近海に

て無線封止後はハンドマイクおよび灯火により連絡す

る。レース中は帆走委員会の業務を行なう。

5．参加

参加資格艇は長さ30フィート以上，機関能力が速力

5ノット以上で連続100時間の運転能力を持つこと。

アマチュア無線(144MHz帯FM),ハンドマイク5

mA以上を持つこと。近海以上の船検合格艇であるこ

との要件を満すこと｡参加希望艇は艇名,長さ,幅吃

水,機関馬力,アマチュア無線のコールサイン，船検の

番号資格，乗組員各自の氏名,国籍,性別，生年月日，

住所，職業，主要な身分，行動予定（原則として往復

とも艇で上海停泊中も船中泊とするが，特に片道航空

便，上海でのホテル宿泊希望等)，旅券番号，長崎廻

航予定等を記載した仮申込害を3月末日までに実行委

員会に送付すること。なお，3月上旬新聞紙上で，3

(21)

月中旬「月刊舵」誌上にて計画および参加者募集の報

道を行なう。次いで乗組員等を確定し，4月末日まで

に確定参加申込書を送付のこと。第1回レースは参加

10艇以下とし，希望多数の場合は実行委員会が参加艇

を決定する。艇廻航は出港前2週間以内とし，長崎に

於ける艇の保管は実行委員会が協力する。

6．費用

対中国支払費用（水先案内料，岸壁使用料，招宴費

用等）は参加各艇よりの均等納入とし現地で支払う。

1艇宛10万円とし,10隻分合計100万円を見込む。そ

の他は各人各艇が負担する。原則として船中泊とする。

7．役員

大会会長：鈴木従道62歳（九州外洋帆走協会顧問，

NBC長崎放送社長）

実行委員長：江良新61歳（九州外洋帆走協会会長，

江良医院長，医学博士）

実行委員：九州外洋帆走協会各副会長（緒方＝八代

平田＝熊本，高木＝天草パールマリーナ

田中＝水俣，馬湊＝小浜，長富＝佐世保

早川＝ウエスタンマリン，上田＝長崎の

各ヨットクラブ会長）

特別委嘱委員く審判委員長担当〉：戸塚宏（戸塚ヨ

ットスクール総校長，1975年太平洋横

断ヨットレース優勝者)／藤本宣武(熊

本YC事務局長，熊本マリン社長)/

山崎俊政､(八代YC事務局長，山崎ヨ

ット社長）

委員く航海長担当〉：西田英明（長崎YC理事，長

崎大学練習船二等航海士）

〈陸上本部長〉：上野公輝(NBCヨット部長，

NBC社部長）

〈総務>：佐々木康夫（長大外洋帆走研

究会長，長崎市職員）

訪中団長：江良新

顧問：中田長崎大学中国語担当教授

訪中副団長：合田督＝関西，平田美稔＝熊本，上田

良久＝長崎の各YC会長代表

8．目的

日中親善，殊に青年学生の親善強化，長崎大学，長

崎総合科学大学の学生スポーツ団体である各外洋帆走

研究会と中国側学生団体との友好推進，技術交流，小

型ヨット(JD1隻および同艤装品1隻分約50万円分）

の贈呈，将来大型ヨットの贈呈，将来中国外洋ヨット

訪日の場合の世話，援助。

9．付記

本実行計画書は1981年2月9日，中国大使館文化処

（在東京）のハン氏より江良新宛の電話指示により作

製し，その指示により北京市中華全国体育総会宛急送

する第一信である。

なお，参加艇は長さ9～15m,153～4m,吃水1.5

~20m、重さ4～20Tの外洋用ヨットである｡
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第14回

岨府レース万 し

ある。我々の松山フリートからも4艇が集合した。と

いっても．我がくサマンサ>(ニューオセアン23GT)は

申し込みの時，ミニトンということで今回エントリー
へ

出来ず，小さな艇の悲哀を身にしみて思い知らねばな

らなかった。日頃レースに出ることを目的に練習に励

んだ我々としては，せっかくのレースをあきらめる気

はなく，クルーと相談してオープン参加の申し込みを

することにした。幸い関係者の御理解を得て参加を認

められることになり，どしや降りの雨の中を回航した。

上の関は小さな漁港だが，あっちこつちに格好の船

だまりがあって，なかなかいい所である。地元の人達

も親切だ。

18時に艇長会議が始まり，スタートは22時となった。

21時には出港するが，保安部の希望ということで，島

と島をつなぐ橋の下は一列縦隊で通過することになっ

た。21時に各艇は本部艇くやしる>(フジ35チッチ）を

先頭に並んで通過する。日頃車の縦列には慣れていて

も,ヨットの縦列行進は初めてで，我がくサマンサ〉も

低いマストと，ケタタマシイ音をたてる船外機を大い

に気にしながら，運動会の行進よろしく列に加わった。

闇夜のことで各艇の航海灯がきれいに並び，一寸ファ

ンタスティクな光景だった。へ

スタートラインは，横島の南端と本部艇を結ぶ135

度のライン上で十分に長い。風は2～3m,静かな海

面にゴミッティーの声がよく通る。風がリーチングから

やや後ろよりに時々プレるが，スターボードタックの

スピンでスタートすることに決める。

22時丁度「全艇オールフェアー」の声と共に，別府

に向け約45マイルのコースを各艇一せいにスタートし

ていった。

我々はやや下よりからスピードをつけてスタート。

スキッパー蒲谷代の実力のみせどころで，たちまち先

行する。トップだ。かなり下に速い艇がいて，八島の

はずれを先行していった。後で聞いたら総合優勝した

くミスタージャンボ〉だった。下側のほうがやや風が

よかったのか，この頃，すでに後続艇との差が開いた

ようである。

チェックポイントは3カ所。いずれも航路ブイをク

第14回別府レースを終えて

西内海支部事務長内谷新太郎

本年の別府レースは，コミッティー1艇，オープン

参加l艇，レース艇16艇と100人余りの参加者があり，

昨年に続き風に恵まれ，盛会裡に終えることが出来ま

した。

レースの概要はくサマンサ〉の中平さんにお願いし

ましたので，私はレース終了後の反省会で，以下のよ

うな決定がなされましたので皆さんにお知らせします。

1.チェックポイントはコミッティーが確認出来る範

囲にすべきである。

2．日程の都合がつけば，オリンピックコースを設け

る。

3．来年度は徳山スタート，別府フィニッシュを考え

る。

4．レセプションの会場は別府が最適である。

5．今後もレーティングはJORを基準にする。

6．キャンセルされる場合，納入された費用は返却す

るようにする。

7．ミニトンの参加は認める。

8．海上保安部との連絡は密にして，トラブルのない

ようにする。

別府レースに参加して

〈サマンサ〉中平達子

西内海支部第14回別府レースが,5月3,4日，参

加艇16艇によって行なわれた。

折から東西にのびる前線があり，後ろには(1)37度の

寒気団をもつ高気圧が控えていて，雨風雷，寒気を

ともなった5月らしくない悪天候が予想されていた。

いい風を期待したむきもあったと思う。

集合地上ノ関は距離的に西内海各フリートのほぼ

中央に位置しており，比較的に参加しやすいところで

(22）
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リヤーする。八島を出はずれた頃から次第に風は強ま

り，5～6mか，第1ポイント伊予灘No.4ブイ付近で

は7～8mとなった。〈サマンサ>は5番手でクリヤー

し，順調に走る。次の第2ポイント周防No.1ブイまで

は方位角度が5度上がるので，リーチングにギリギリ

に近いスピンランとなる。わが油田君のスピントリム

がさえる。時々風が息つくが，風も波も申し分なく，

快走また快走。第2ポイントの近くで2艇のハーフト

ンに追い付かれてしまったが,Bクラスではいいとこ

ろを走っていたように思った。

しかし第3ポイント大分No.3ブイまではすんなりク

リヤー出来たとはいえない。我々だけでなく，各艇か

なり苦心したようである。なにしろ大分工業地帯のき

らめく光の渦の中で,､{FL(2)6sec'′という航路ブイ

を見つけることは，夜空の星の中から一つの星を探す

のに似ている。いくらナビゲーションはしっかりして

いると確信があっても，現実にはかなり自身がなくな

り，「もう一度チャートを」ということになる。いきお

い艇はタメライ走りになって，かなりウロウロする。

これで自称名ナビゲーターの信用はガタ落ちとなって

しまった。ナビゲーター殺しの第3ブイか…当分信用

回復はおぼつかないだろう。

時も大潮のことで，見通しがみるみる狂う。先行艇

が皆おとして走るのが見える。角度がかなり違ってい

るのだが？何故だろう。そのうち先行艇も大分の光

の海の中へ溶け込んで分らなくなってしまった。とに

かく大分へ走ってはいけないと思ったが，なかには大

分を別府と間違えた艇もあったようである。とりあえ

ず別府へということで再度角度をたてなおしたが，目

ざす別府の灯は見えず，限りなく開が広がるばかり。

だが，ふとその闇の中にあった。やっと見つけた第3

ランデングマークだった。

しかし，我々は一体どこに居るのだろう。一体何番

に付けているのか，先行した艇はどこに消えたのか，

型一
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優勝艇くミスタージャンボ〉とクルー

<サマンサ〉の中平さん，後は高崎山レセプション
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いいたいが，何艇か抜くのにかなり苦労してフィニッ

シュした。コミッティーから「早かったですね」とね

き鹸らいの言葉を頂き，疲れも一度にとれる思いだった。

全艇共トラブルも事故もなく，慎重なレース運営の

根まわしが感じられたよいレースだった。レース終了

後，ホテル二条で行なわれたレセプションも，一段と

くつろいで楽しく，メイ・ストームの去った青空のよ

うに爽やかな後味が，深く心に残っている。

ミニトナー〈サマンサ〉は，成績こそ頂けなかった

が，関係の方々はいろいろ気を使っていられたように

思えてならない。ここに誌上をお借りして，厚く御礼

申し上げる次第です。

この時点ではかすかに続後艇の灯が見えているだけで，

さっぱり分らないというのが私の本音である。

ブイをクリヤーしたのは5時，すでに7時間を経過

していた。風はクローズになり8～9mぐらいか。朝

の寒気がきびしく，寒冷前線の通過後らしい冷え込み

となった。フルメインにNo.1ゼノアが一寸オーバー気

味で，とりあえずゼノアをリーフすることになった。

目ざす別府は朝もやの中から次第に現われた。

フィニッシュラインはハーバー沖500mに，海岸に

対して直角に引かれている。この頃風は，ライン直前

でパッタリ落ち，先行艇が団子になっているのが見え

る。ここは微風で鍛えたくサマンサ〉のお手のものと

第14回別府レース成績表 NORC西内海支部

レース委員長佐伯敏則1981/5/4

セール

No．

夕里賞順位所要時間 修正時間名 TCF着順 艇

総合1位
Aクラス1位

ファーストフォーム賞ミスタージャンボ 0.7301 5．44．14 12492 7.51.301

Aクラス2位5．47．51 20．72902768 7.57.11チャージtQチャーシ2

③1安 芸 6.10.42 68．11.00 0．755020593 Ⅲ

Aクラス3位40.7280 5．57．588．11.43NIXE 23724

③36.18.31 ７0.7550NORAV 8．21．222692５

Bクラス1位0．6936 5．50.22 3TARANTF1.1.A3 8.25.0921646

最遠地賞0.7183 6.04.37 5テンペストV 2416 8．27．37７

130.7560 6．58．32ウインアキレス 9.13.3821318

③2109.14．56 0．6936 6．24．54D・EECHA 29099

コック賞6．59．33 149.15.43 0.7550サテンドール10 2013

Bクラス2位6．20．33 80.6842BlueMistm 9.16.13271811

Bクラス3位96.23.31Juhctiohn 9．23．25 0．680712

0.7270 6．49．58 11AL-RAKIS
ワワ1ワ
イイ上イ 9．23．5613

0．7270 6.50.17 12ディグレース 9．24．2214

ブービー賞安芸V 0.7150 7．11.40 1510.03．44 ＝之15 2059

16關勝 12．00.00 0_7183 8．37．10238416

特別賞※オープン参加サマンサ 9.15.50

やしろ ※コミティー

ﾗ知らせ勾第8回江ノ島-清水ﾚーｽへのおさそい
駿河湾支部長

塩川孝ニ

いよいよ今年も恒例の江ノ島～清水レースが近出艇申告及び艇長会議7月10日(金）

づいてまいりました。参加希望の皆様も愛艇のチ1830～1930～2000

ユーニングに整備に充実した日々をおすごしのこスタート7月11B(土)1000

とと思います。尚，清水にての係留は申し込み時に申し込み下さ

ふるっての参加をおまちしております。い。1週間の係留費は,5,000円です（申し込み

記時にお支払い下さい）

申し込み締切日6月26日（金)1700

Ⅱ

(24）
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NORC近畿北陸支部春季シリーズ・ポイントレース成績表

1．2回戦

レース委員長真田恒男1981/4/5

ポイントﾚｰｽ2回戦侭インﾄﾚｰｽ1回戦セ
ー
ル
恥

ク
ラ
ス

修
正
順

得点修
正
順

持点艇繩稲艇 TCF
修正

時間
修正

時間
占占 順 所要時間順 所要時間

’
8菟2％2％ 1：36：24 4．407 11CHILDOFFORTUNE NAK33 7620 1 57：20 2,621 11I 2521

10％NAK33 8％ D，N、S 1ワq貝7
一1ヅレ0 1SUEKO ２ 1：04：41 ２2377 7620

7％7％
へF

JD20％ 4.485 1l：43：0059：55 2.609 1 2TINKLETICK GS30 7258 1Ⅱ 1793

44．634 264 l：46：24 42.664 4めるへん N300 7258 18 ） l：01：10 42022

4．576 ３ 20３ l：44：095 2,800 ３飛施 12 l：03：44NAK295 73222484 ひ｡

4．703 3 19l：47：502.887 ２6 l：06：11 6RIVAGE N30〔） 7269 142683 、 、

1 15，.N，S2,630 ２l：00：29 61955 DOU30 7248 8 1ひょっとこ2
へ

2l:42:29 4．496 6 112,646 ３ 1NAK295 ２ l：00：19PELLMELL 73122449 』

5，159 6 2 ３l：57：15ｊ士
肌

や
。
ｊ
Ｄ

７ 1:07:59 2.991 ７ 1NIC30 7333 62744

11％2％8％ ２l：54：17 4，651 I1 ２MARI－SOLEIV YAM25 6783 1 l：05：42 2．674'1 2014

｜
印
一
5％2％4．525 １矢雌 2.825 1 l：50：241:08：55 2 1ECU26 6831 2 217q再

LOシq”

N5～6m／seclノ15111:i:』 N3～5m／sec

3．4回戦
レース委員長森岡忠美1981/4/19

4回戦3回戦
セ
ー
ル
肌

得
占
順
位

ク
ー
フ
ス

修正

時間

修
正
順

修
正
順

名 艇穗 持点 正
間
修
時

艇 TCF

所要時間占 順所要時間順

14%4％1％ ｌ
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
８
ｌ
加
一
ｌ
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
９
ｌ
ｕ
ｌ
１
・
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
２

２ 3,219 15.314 l：11：167530 ６ 1 1：58：38 1KUMBHIRA YAM33I 2355

14％3.230 ２ 〕8％ ２ 1 l：10：40CHILDOFFORTUNE NAK33 2 l：58;47 5,385 176202521

13%10% l：17：11 3.5282 4 4NAK33 ３ l：59；34 5,466SUEKO 7620 12377

５3，409 ３ ２NAK33 T･L l：14：401 3YOU， 7610 22300

37斑9％ 9％l：10：20 3．067 11RIVAGE N300 7269 1 l：55：23 5.032 11Q
上』2683'1

＝＝ 3．129 2 42l：11：525,047 2 8 8N300 7258 ２ l：55：54めるへん 262022

3．252 ７ 25
門

l;14:47 1l：59：59 5,212 ７ひょっとこ2 I〕OU30 7248 1良人』 3 11Q員貝
土己ﾉヅリ

５ 31Ｅとｌ
ｔ
ｒ
、

卸
岬 l:12:28 3，1385,323 6 1NAK295 7322 20 4 2：01：11 42484 ｡

12l：13：08 3．217
６
３
・
守均公

川

■
■
Ｊ
１ 5,409 5 5 6 6 4NIC30 7333 ３ ５ 2：02：572744

３ ７，．N･S 15,412 6FLEURBLEUE－Z TAK31 7290 2 ６ 2：03：45 42077

旬

43l:12：12 3，144 4T、LGS30 7258 1 サTINKLETICK
、『ー

］｡1793

235 l:12:29
n1F戸

｡■人00T，L 1 8 6DOU30 7258 16臥小1W2064

l:15:40 3，319
ワ 14T、LNAK295 7312 1 8PELLMELL 112449

10NOU30POWRIVERU 7183 101786

２7215 ２FROG， N3002068

16％5％5％ 1l:16:56 3，2225.0752：01：09 1 ISUPERSTAR YAM26S 6982 6 １2833

13％5％ 1:18:45 2
、nn句

J，ムムノ 1
寸一宝

天f 2：05：56 5,161 2 4 Z欠 ECU26 6831 ２1795Ⅲ

3，325 1３ 1：20：06 5 ２T･I 1YAM26S ※、6982ストロベリー2847

3，352 2 71：21：14 4F727 6878 T・L 1 4PECKERⅡ 4ワワ印q
些一uジ

15%11％ ３5 l:21：20 3，310 1T・L 1MARl－SOLEⅣ YAM25 67832014

4月19日
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｢宮城外洋帆走協会からのお話」
社団法人宮城外洋帆走協会広報委員

飯島俊彦

山から雪が消え里の桜も散り，いよいよ本格的なオ

フショアセーリングの季節がやって来ました。豪雪の

今冬ではありましたが，東北の港にもスキー靴をデッ

キシューズにはきかえたヨット乗りが戻ってきました。

さて,｢OFFSHORE｣を読まれている皆さんの大多数

は，我々がどのような海域で，どのようにセーリング

を楽しんでいるかご存知ないかと思います。たまたま

編集部より原稿の依頼がありましたので，我々がどの

ように太平洋の波と戯れ，打ち寄せる大波（主に陸上

から我々を押し流がそうと打ち寄せる波）に対処して

来たか，そしてまた，これからと叡のように地域の中で

セーリングを楽しめる環境を創っていこうとしている

かを，多少筆者の独断と偏見を交じえて書いて兇るこ

とにします。

皆さんは『宮城県沿岸』と聞いてどんな海域を思い

うかべますか？親潮に洗われる黒々として入り組ん

だ海岸と暗い海面，厚い霧に包まれ減船で活気の失せ

た漁港……，そんな海を棲家にするヨット乗りは漁師

あがり(関係者が居りましたら失礼)の野蛮人では..….，

と言ったところではありませんか？元ディンギー乗

りだったオールドセーラーなら1952年（昭和27年）の

国民体育大会のヨット競技が行なわれた松島湾を，古

い記憶の中から呼び起こしてくれる人もいるかも知れ

ませんが，今の松島はノリ棚・カキ棚その上，観光客

を乗せたモーターボートと，ヨットが帆走出来る余地

は全くありません。松島湾を出ると塩釜港，仙台新港，

石巻工業港が控えており，外洋に出て金華山沖は黒潮

と親潮が複雑な潮流を生み，多くの漁船と本船が行き

交い，それらを7月末までは厚い霧が包んでいるので

す。そんな中を我々は毎日のように，ノリ棚・カキ棚

そして暗礁を抜け，漁船と本船の間隙を縫って帆走し

ているのです。

松島湾に外洋ヨットが初めて進水したのは1962年

（昭和37年）8月ですから，それほど昔の話ではあり

ません。以来，自然発生的なレースの気運と，打ち寄

せる外洋の大波（？）に対処するために，外洋帆走ク

ラブを作ろうという動きが現実のものになるまでに，

それほど時間はかかりませんでした。1966年（昭和41
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年）8月21日，東北外洋帆走協会(T,O.R.C.)が鼬

生し，翌22日には第-l''1金華山レースが開催されまし

た。椅実に帆（？）を進めたT.0.R.C.も,1970年から

の艇とヨット人口（日H似セーラーとでも呼ぶのが適当

かも知れません）の増加には，暫しの戸惑いを感じた

のですが，1971年には体制強化が検討され，そして翌

年には理事長を中心にした委員会活動が体制化されて，

現在のMORCの機構の基礎が形作られました。しか

し，ヨット乗りが太平洋の波とだけ戯れていられるほ

ど東北の海も単純ではありませんでした｡『日本の海は

日本国民のものではなく，漁業組合のものである｡』と

いう原則（？）はやはり東北の海にも厳然として存在

していたのです。そこから社団法人格を取得しなくて

は，という運動が始まるわけですが，事情は外洋ヨッ

トの根本精神に関わる事でもあり，それほど単純では

ありませんでした。ともかく，1979年12月2日，社川

法人宮城外洋帆走協会(MORC)が，外洋ヨット乗り
●､●●●C

の雌低限の権利を確保するために誕生しました。定款

には『外洋帆走スポーツの健全なる育成発展に貢献し，

もって県民の海洋スポーツに対する理解と普及および

心身の健全なる発達に資することをH的とする｡』と記

されております。自己の責任において，自己のために

セーリングを楽しんでいるヨット乗りが作ったクラブ

が,‘‘県民のため，，に活動をしなくてはならないとは，

いかに法人格取得のための方便（？）とはいえ，将来

解決しなくてはならない大きな問題を残したことにな

ったと感じている会員も少なくありません。現在60艇

をこえる加盟艇と300名をこえる会興で構成されてい

る我々の会の最大の問題は，会員一人一人全貝が協会

の運営に何らかの形で参加し，歩みは遅くても連帯感

の強い会として発展していこうという気運を育てて行

かなくてはならないという点ではないでしょうか。

一寸余分なことばかり書きすぎ､たかも知れませんが“
●●

ここで編集部の依頼の本題である“宮城外洋帆走協会
●G●

の動活について”（傍点筆者)書くことにしましょう。

宮城外洋帆走協会の組織は図のようになっており，

16名の理事が協会の運営に当たるわけですが，それに

正副会長，2名の監事5名のフリート（小浜･松島．

夕国

~里
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畷
務委員会

報委員会

出かけてしまうZ氏の最大の敵は奥さんでした。まと

もに正面より攻撃しても勝目のないことを充分に知っ

ているZ氏は，小学校6年生になった息子を海事思想

普及委員会が開催している「ジュニアヨットスクール」

に入れることにしました。最初不安を感じていた奥さ

んも，スタッフによる公開テイーチイングの理念の追

求をはじめとする，スタッフの真剣な態度と，信頼に

足る技術を理解した後は，合宿形式で行なわれるヨッ

トスクールに参加をしぶる息子の尻をたたいて送り出

しました。

そうこうしているうちに仙台に来てから2年が過ぎ

ました。､蔵王から吹き下ろして来る風がまだ肌を刺す

ように感じられる3月下旬の某日，夢にまで見たZ氏

のクルーザーが小浜で進水しました。

艇を取得する時の残された大問題である係留場所に

ついては，泊地委員会に相談したところ，小浜東泊地

ケストバース傍がZ氏のために空けられました。この

ように書くと泊地の問題は非常に簡単に解決されたよ

うに思われるかも知れませんが，松島・小浜と係留場

所を確保するために，過去東北一宮城外洋帆走協会が

いかに苦労し，努力して来たか，この問題こそが社団

法人格取得のための動機であり,定款の協会の目的(前

述）にあのように書かざるを得なかった理由であった

などとZ氏は知るよしもありませんでした。

艇を取得するにあたってZ氏が相談に乗ってもらっ

た委員会は安全委員会でした。経済力にそれほど余裕

がないなどとは言っておられない問題でしたので，安

全委員会発行の安全備品リストにそって進水時には完

全艤装を完了し，安全委員による安全チェックも無事

済んで，安全検査証書を受け取ることが出来ました。

それからの一年間はまったく地に足のつかないよう

な毎日でした。危険な海域と思われていた金華山一三

陸沖も，充分な経験を積み重ねれば変化に富んだ面白

い海域となり，入り組んだ海岸線に点在する漁港では

朴実な漁師との楽しい会話が，そしてホヤ・ホタテ・

イカ・アワビをはじめとする豊富な魚貝類が一日の帆

走で疲れたZ氏・クルーそして家族をまっていてくれ

ました。

帆走の楽しみばかりでなく，松島・石巻・気仙沼で

行なわれる花火大会は都会で育ったz氏一家には忘れ

ることが出来ない程の美しさでした｡塩釜港の港祭り，

鮎川港の鯨祭り……等々を楽しんでいるうちにアッと

いう間に厳しい東北の冬がやって来ました。11月に入

ると海水温度も下がり，ファミリークルージングには

危険が多過ぎ，週末はもっぱらファミリースキーイン

グということになってしまいました。でも，時々艇の

様子を見に行き，デッキの雪を掃いて艇内に入り，エ

ンジンをかけてバッテリーのチャージングをしながら

飲むコーヒーの味もなかなか良いものでした。ウイン

ター七一リングの最大のイベントはなんと言っても金

華山神社への元朝参りでした｡12月31日夜，某放送局

会長・副会長
｜

理事長一r副理事長 ‐1－－今
貝委員会云

一海 事思想普及委員会
｛
毒 全委員会

一ス委員会－し

一泊1也委員会

フリート代表理事

※各委員会に理事2名

浜田．石巻・気仙沼）代表理事が参加し，各委員会に

は沢山の会員が加わって，これから述べる実際上の活

動を行なっています。手元に1981年度の活動スケジュ

ールがありますのでそれにそって，仮に湘南の某市か

ら仙台転勤となったz氏の場合を例にとってお話して

みましょう。

仙台に移り住んで間もなくの春のある日,Z氏は家

族を連れて松島見物に出かけました。そこでz氏の最

も注意を引いたのは松島の美しさでもなければ，水族

館のマンボウでもありませんでした。水族館のすぐ裏

の海面に整然と肺われた十数艇のクルーザーでした。

声をかけたクルーザーのクルーからダ宮城外洋帆走協

会の存在を知ったz氏は，早速会員に加入し，念願で

あった外洋ヨット所有のために動き始めようとしまし

たが,残念なことに宮城県沿岸の海況の知識がありませ

んでした。そこで，毎週末に協会所属の艇にクルーと

して乗せてもらう一方，会員委員会が開催する月例オ

リエンテーションに参加しました。そこでは経験豊か

な会員による宮城県周辺の海況はもちろんのこと，入

港可能な港の知識入港技術．そして專門講師による

「海難事故の対策｣｢気象および海象の知識｣「クルーザ

ーの整備｣｢資格試験の説明」等々の問題が多数の会員

の参加のもとに行なわれ,Z氏も段々自信がわいて来

ました。z氏はすでに小型船舶操縦士の一級免許を持

っているので，艇取得について問題はないのですが，

クルーと係留場所が最大の難関でした。

まずクルーですが，腕力と運動神経の良さそうな若

者数名の頭数はすぐにそろったのですが，いかにして

帆走技術，潮気をたたき込むか，という点で行きづま

ってしまいました。そこで数名を海事思想普及委員会

が行なっている「クルーザー教室｣に入れることにしま

した。希望者が多く，抽選になりましたが幸い3名が

定員20名のクルーザー数室に入れました。ここでは座

学，帆走が6カ月間ミッチリと組み込まれ，経験豊富

な協会会員が手取り足取り（？）で，時には頭にゲンコ

ツを飛ばしながら，外洋ヨット乗りの基礎が教育され

ており,Z氏のクルーもその年の秋には顔の日焼けの

具合といい，手のマメの出来具合といい，どうにかこ

れから先はz氏が一緒に乗ることで，一人前に仕上げ

られそうになっておりました。

毎週末になると家族を置き去りにして七一リングに

へ

へ

(27）



○FFSHORE昭和56年6月15日第74号 昭和52年7月21H第包種郵便物認可

が国民総白痴化のために挙行している歌番組を聞きな

がら，三頁高石集まって出舟熊隼備，デッキに積もる雪

を掃きながらのナイトセーリング，そして洋上での初

日の出……。

3月に上架したのを機会に,Z氏は艇の内装に少々

手を加え，備品の整理をし，これからは積極的にレー

スに参加する決心をしました。メキメキと実力をつけ

て来たクルーの勧めと，極めて親しくなった数艇のオ

ーナー達との協力体制が整ったことと,Z氏自身一年間

でほぼ自艇のシェイクダウンが出来たように感じたか

らです。早速5月に行なわれる「仙台湾レース｣｢金華

山レース｣，そして8月の｢気仙沼レース｣，9月の｢金

華山回航レース｣，10月の｢MORC杯レース｣,それに

毎月一度行なわれるポイントレースと，全てのレース

に参加しました。レーティングにはスキャンディキャ

ップが用いられていることもあって,複雑で時間と金の

かかるレーティングでは，レースに出ようと思っても

ついつい思いとどまってしまうようなこともなく,気軽

にレースに参加できました。レース委員会の皆様，計

測からレースの運営，そしてその後のパーティーまで，

本当にご苦労さまでした。

帆走に自信のついたZ氏は，これからは積極的に宮

城外洋帆走協会の運営に協力することにしました。､そ

の希望を総務委員会に伝え，以前から興味を持ってい

た広報委員会に入り,｢MASTTOP」という季刊の機

関紙の発行に参加することにしました。他の委員会と

違って仕事はもっぱら縁の下の力持ち的なことばかり，

その上スタッフは数名，大変ダ大変ダ……。

月曜日から金曜日は本職の会社勤めに精を出し，土

曜日は朝から出航準備をして，息子の学校が終わるの

を侍って出帆，日曜の夕方帰港という毎日はZ氏にと

って本当に充実した毎日でした。そんなある日，いつ

ものように元気よく出勤したZ氏は支社長室に呼び出

されました｡｢西独フランクフルト支店勤務を命ず｡」と

言われた時のZ氏の驚きは，昨年のレース中のデスマ

ストの時以上のものでした。デスマストにはあれほど

冷静沈着に対処出来たZ氏でしたのに，今回ばかりは

本当にまいってしまいました。

某月某日，成田空港国際線ロビーには黒々と日に焼

けたZ氏一家が居りました。色々と悩んでいたZ氏が

フランクフルトに出かける決心をしたのは“フランク

フルトにいたってヨットに乗れるよ”と教えてくれた

ヨット仲間がいたからです。その友人は一年間の滞独

中に，ヨーロッパ中の海はもちろんのことどの川．ど

の運河・どの湖にもヨットが帆走しているのを見，そ

して話しかければ気軽に乗せてくれるという，生活に

密着したヨーロッパのセーリングライフにこそ，ヨッ

トの楽しみの真髄があると話してくれたから．でした。

宮城帆走協会の活動がどのように行なわれているか

をお知らせするために，架空の人物『Z氏』に登場し

てもらって拙い筆を進めて来ましたが，丁度編集部の

指定した紙数になりましたので，このへんで失礼させ

ていただくことにします。内容につきましては，記述

に不正確な部分や，誤りも多いかと思いますが，全て

筆者の責任に帰すものであります｡また,｢OFFSHORE」

の誌面に記事を耆かせていただいける機会を与えてく

ださったNORCの関係者の方々に深く感謝いたしま

す。
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野島レース

帆走委員長山田邦彦

今年最初のレース，野島レースが開催され，原稿の

依頼を受けました。帆走委員会が原稿を書くと，たい

がいボヤキと，お願いと，言い訳になってしまう。今

回もがまんして読んで下さい。

野島レースは初めてのデーレースとなり,15艇程の

参加があるのではと期待していましたが，前夜の10時

頃，中島レース委員長とハーバーヘ行き，打ち合わせ

をしましたが，人影はまったく見えず参加艇も数艇し

か確認できない有様（その後12時頃から明け方近くま

で酒盛があったと聞きましたが)｡ハーバーのミーティ

ングルームを7時に開けていただき，受け付けが始ま

っても艇長の方はチラホラ。艇長会議はいつ始まって

いつ終ったのか，人が出たり入ったりで延々2時間，

その結果が9艇の参加。参加申し込みは10艇遅延料

の対象が4艇でした。(こんな話は次回からなしにした

いネ)。

レースのPRを総会や例会で行なったものの，全員

への徹底は本部からの総会の資料が最初。支部の案内

は3月の中となってからで責任を感じております。

この後，5月には約50艇が集まる五ヶ所湾合同レー

スとスプリングシリーズ，6月には前夜祭の楽しい伊

へ
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勢湾合同レース。そしてfiケ所湾沖までの最長レース

の熊野レースと続いております。多数の参加をお願い

します。

春の訪れと野島レース
〈桃太郎〉三原康彦

毎年野島レースの声を聞くと春の訪れとともにあの

夜の厳しいレースを思い浮かべる。今年は昼もしかも

三河湾中心のレースだと知り安堵の気持ちとともにち

ょっと拍子抜けの感じもしないではない。ともあれ今

年最初の大きなレースでありやはり心が踊る。

3月21日はっきりしない空模様の下10艇がスタート

ラインにつく。<ナルミ〉(ゴミッテイー),〈ナチ>,<丸王

丸>などの姿が見えないのは寂しいが,我々〈桃太郎〉

は久しぶりのフルメンバー，しかも桃風（注ヒタヒタ

とよせる感じの軽風）が吹いているとあっては「優勝

間違いなし｡｣とみんなの士気は高い。

10時ジャスト北西の5nし怠の風の中生田鼻を目指しス

スピンスタート。まず軽量を利してくミール〉がスッ

ト前に出る。下手ではくイツキ〉とくカレラ〉の競い。

〈桃太郎〉を入れ4艇でトップ集団を形成し中位以下

との差を開く。<桃太郎〉も桃風をつかみくミール〉を

ブランケに捕える｡〈ミール〉も負けずと上にのぼって

いく。この4艇の争いは生田鼻まで続き,<カレラ>，〈イ

ツキ>〈ミール>，〈桃太郎〉の順でブイを回航する。こ

こでくカレラ>，〈イツキ>，〈ミール〉は篠島の西側の

ゴースで,<桃太郎〉は東側のコースでそれぞれ野島を

目指す。距離的には大同小異であるが，島のブランケ

を考えればこちらの方が有利なはずだ。

やがて野島の岩肌と頂上に立つ灯台が見えてくる。

去年夜の荒れた海に野島の灯台の明かりが見えたこと

を思い出す｡その岩影に白い帆が見えてくる｡<カレラ〉

だ。予想以上に速い。島の裏では風が吹いているのだ

ろうか。続いてくイツキ>･そしてく桃太郎〉の順で野

島を回る。野島から蒲郡のNO2ブイまでは上りとなる。

〈桃太郎〉はベストコースを引き，ここで一気にトッ

プに出る。蒲郡から豊橋のブイまではアビームとなる。

〈カレラ>,〈ミール〉との差は大分開く。豊橋から西浦

コミッティーから

ナルミの一乗員

今回はゴミッティーということで,「レース中は昼湛

をしていればいいのです｡」という声につられて，前夜

にII朧マリーナに行った。今にも雨が降りそうな空も

ようで，天気予報もなんとなくパッとせず。しかし，

朝○||､fに,起きて準備するとのこと，レース当Ⅱの朝は

慨れないこともあり準備に追われました。

レースの内容ですが，スタートはボートのランニン

ヘグ，各艇一・列に並んでゲートイン，スピン展開もあざ
やかに，いっせいにスタート。あたかも春の海に咲く

花のごとし……。実際はドンと同時にラインを切った

のは2艇だけで，残りは－－川となり，めざすはあの島

（名前を忘れた)。

春がすみの中，次第にもやの中に消えていく艇団を

眺めつつ，もう少し風があればと思う。

コースは39マイル，フィニッシュは-111-くても7時間

liii後かかると特で,活し合うのは，それまで，とゞう暇を

つぶすかということ。．/･供の国の汽車に乗ろうという

案も{it!iから降ってきたi:i:jでお流れ。

レースに参りllしている艇はさぞ寒かろうと思いつつ，

益湛と決めこむ。「おやすみなさい」

レース結果ですが，一位はくミール〉二位以下は記

録を兄られたし。

'>､1111,DXFが数艇いて，まことに運営側としては心

持しいしだいですが．艇長会議には，全艇集まって下

さい。帆,上指示汗のI説明や，レース打ち合わせ等，レ

ースを楽しく，シビアーにする上で，ぜひとも守って

へいただきたいと.'dj,いました。

野島レース成績表
NORC東海支部レース委員会

レース帆走委員会中島隆

→豊橋Nol→F(ハズ)40マイルS(ハズ)→生IⅡ→野島→蒲郡No2→豊橋Nol→F(ハズ）スタート3/2110:00コース
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２
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３
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３
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１
１
１
１
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１
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囲
Ｉ 所要11,f間

6A58'47'′

DNF

7九01′00''

6九58'23'′

7hO6'40'′

DNF

7h35'10'′

DNF

DNF

修正11寺間

20634．29

20192．84

19570．30

19507．20

20646．36

艇 名

力レラ

災濃

イツキ

桃太郎

ミル

マグ

ンヤスト

スーノV一ルーンー

オセアニットex

TCF

0．8212

0．8050

0．7994

0－7796

0．7620

0．7590

0－7560

0．7226

0．7312

クラス

II

U

Ⅲ

ハ

Ｉ
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半島まではフリーとなりスピンならびにゼノアの3枚

張りで走る。しかし艇速は思いのほか伸びない。豊橋

のブイを回る時ははるか彼方に見えていたくカレラ〉

とくミール〉との距離がだんだん詰ってくる。西浦半
島を回りスピンを回収｡<カレラ〉もスピンダウン｡<カ

レラ〉の波を切る音がだんだん近づいてくる。風は一
段と落ちる。みんな息を潜めて早くフィニッシュライ

ンがくることを祈る。フィニッシュラインが下手に見

えてくる,〈カレラ〉も下手に向きを変えるが時，既に
遅くく桃太郎>，〈カレラ〉の順で17時前にフィニッシ

ュ。直ぐくミール〉のタイムをチェックする。ハーバ

ーにつきゴミッティーの人から「<桃太郎>さん総合優

勝です｡」とのことばにみんなバンザイ。

しかしクラブハウスに引き上げもう一度タイムを計

算してみるとどうしてもくミール〉に負けている。残
念.／

ともあれ今年最初のレースとして幸先の良いスター

ト。年間総合優勝奪還を目指して今年もガンバル〃

野島レース記

〈ミール〉スキッパー浮田芳典

レースを振り返えるに，我がくミール〉はスタート
前からトラブル続き。メンバーは足りない。エントリ

ー遅延料は取られるetC・

メンバーの方は,私の東京の友人を九州出張の帰り，

途中下車させ，又,<アイビー〉からの助人も得られ何

とか揃う。

スタートは小雨の中,NE.3～4mの弱風くミール〉

向きの風である。フルメイン，ライトジェノアでのス

タート直後にフローターを上げる。風上後方にく桃太

郎〉風下後方にくカレラ>，〈イツキ〉と好スタートで

ある。これならいけると全員張り切るが,30～40分位で

抜かれる。相手はクラスが上と，我々慰め合いながら

佐久島付近に差し掛る･

このあたりから風は更に落ち，先行艇からカームに

捕り再スタート,望みはある。が,しかしである。第1

マークの生田ブイ回航で，何時もの通り大チョンポ。

先行艇には離され，後続艇切くジャスト>,〈ルーシー〉

etCに慌や……。気を取り直し野島に向け，日間賀島の

南のプロパーゴースを引く。

野島近くになり；前方の島影からスルスルと黄色の

スピン，ミ不幸せの黄色いスピン〃である。全員ガック

リ。生田ブイで抜かれ日間賀島北コースを引いたく桃

太郎〉である。差はやや開き気味，勝負を野島から第

3マークの蒲郡No2ブイまでの，得意の上りのレグに

賭ける。

野島回航後，風は10～12m位になりライトからへビ

ージェノァにジブ交換するが，走りは今一つの感がす

る。

(30)

コースは渥美半島目掛け岸に突込んだのが良かった

のであろう，第3マーク手前で先行するくカレラ>,〈イ

ツキ〉とクロス，残るはトップを走るく桃太郎〉と意

気上がる。しかし，又々，第4マーク豊橋ブイを回っ

てのスピンでのトラブル。ハリヤードのもつれでスピ

ンが上がり切らず，又,無理矢理上げたので,今度は降

りないのではないかとの心配。クルーの柴木君は，ボ

ースンチェアーを取り出しマストに登る覚悟。エイ.／

こうなれば行ける所まで行け。結果はなんとか首尾良

<，着順4位でゴールする。

ハーバーにてレース結果を聞くも，修正でもく桃太

郎>，〈ルーシー〉には負け。雨で濡れたセールとキャ

ビンの後片付にはうんざり。酒を飲みながらの残念会。

BUT,<桃太郎〉は計算違い,<ルーシー〉はコース

ミスで失格と勝利がころがり込み，美酒となる。

一喜一優のレースではあったが，何はともあれ皆様一
方のご協力（？）もあり，本年度の初陣を飾ることが出

来，オーナー共々本当に喜んでいる次第である。

最後に，最近レースでのトラブルが頻発している中

で，我々も気持を引き締め，今後のレース活動を続け

て行く所存ではありますが，コミッティーを担当なさ

る気遣いも，大変であったろうと推察致します。

当レースのコミッティーを担当して裁きましたくナ

ルミ〉の皆様方に厚く御礼申し上げます。

｢－－ NORC協会ニュース

P

水路関係参考図誌等の

希望調査について

事務局へ

財団法人日本水路協会では，昭和57年度事業計画に

当たって，広く一般からの調査研究に関する事業項目

を募集しております。

皆様から図誌等の刊行について希望がありましたら，

(社)日本外洋帆走協会事務局宛7月中旬までに，その

内容をご連絡下されば，取り縄めの上，水路協会宛申

し入れることと致します。

なお，現在までに同協会より出版され，皆様の利用

に便ぜられると思われる主な図誌類を参考までに列記

すると次のとおりです。

(参考）

1．漁場図（日本海西部，日本海東部，本州東方，日

本海北部（1），（2），（3），（5），鍵たん

海湾，武蔵堆及付近，舳倉島付近）

2．漁場図くロランC>(遠州灘沖,土佐沖,九州西方，
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九州南方，五島列島及付近，対海峡，

浜田沖）

漁業用参考図（北太平洋，日本海）

小型船用航路の手引本州南岸1．2号，3号

同上同上瀬戸内海1号～5号

小型船用簡易港湾案内瀬戸内海その1，その2

同上本州北西岸,本州北･東岸

同上九州沿岸その1,その2

同上北海道沿岸その1，その2

同上本州南岸その1，その2

海上交通情報図東京湾（和文及び英文）

同上大阪湾（同上）

同上伊勢湾（同上）

同上関門海峡（和文，英文及び韓国

文）

同上備讃瀬戸東部（和文及び英文）

同上備讃瀬戸西部（同上）

相模灘ラジオビーコン図（ヨット・モーターボー

ト用）

ヨット・モーターボート用参考図東京湾一御前崎

同上御前崎一潮岬

同上長者ヶ崎一江ノ島

同上城ヶ島一佐島

その差額を納入していない方々が多数見受けられます

ので，この際，是非取り急ぎ納入下さるよう，よろし

くお願い申し上げます。

なお，内規によりますと4月末日までに納入されな

い場合は

1．特別会員の場合は，5月1日以後開始されるレー

スの出艇料を非登録艇並みとする。

2，正会員及び準会員の場合は，5月1日以後開始さ

れるレース参加料を非会員並みにする。

3．5月1日以後にNORCより発送するすべての印刷

物の発送を停止する。

4．諸会合への招請を停止する。

5．レースの参加賞の授与を停止する。

と定められており，また，年度内に会費を納入しなか

った会員は総会に対して除名の手続きをとることと定

められております。

記

現行会費

特別会員会費20,000円

関東支部基金1,000円（関東支部会員）
正会員会費7,000円

関東支部基金1,000円（関東支部会員）

準会員会費3,000円

関東支部基金1,000円（関東支部会員）

■
Ｃ
の
ｅ
■
申
④
■
●
。
■
■

３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
哩
蝿
皿

５
６
７

１
１
１

二唾

８
９
０
１

１
１
２
２

2メガ帯無線機塔載艇各位
関東小型船安全協会への

支援,指導方協力依頼について通信委員会

2メガ帯無線機塔載艇船舶局の昭和56年度定期検査

受検について関東電波監理局長より近日通知があると

思います。オーナー各位には機器点検，書類等の整備

などのうえ，受検されるようお願い致します。

不明な点がありましたら,NORC事務局通信委員会

にお問い合わせください。

海上保安庁においては，かねてから小型船安全運航

指導団体の育成指導について努力されてきたところ，

今度全関東小型船交通安全協議会の社団法人化に伴い，

海上保安庁警備救難部長吉野穆彦氏から社団法人日本

外洋帆走協会長宛これが育成指導について，下記のと

おりの依頼がありましたので招介いたします。

記

小型船安全運航指導団体の育成指導について

海上保安庁においては，モーターボート，ヨット等

小型船舶の航行の安全を図るためには，プレジャーボ

ート関係者相互の自主的な安全指導と啓もう活動が必

要不可欠であるという認識から，昭和49年5月海上安

全指導員制度を発足させるとともに小型船安全運航指

導団体の設立を指導してまいりました。

これら小型船安全運航指導団体は，海上安全指導員

の支援運航指導パンフレットの作成・配布，安全講

習会の開催等の安全活動を実施しており，充実した安

全活動を行うため，組織の強化を図っているところで

ありますが，このたび，社団法人中部小型船安全協会，

社団法人関西小型船安全協会に続き，関東地方沿岸を

主な活動区域として安全活動を実施している全関東小

型船交通安全協議会の社団法人化が許可され，昭和56

へ

会費納入についてのお願い

事務局

昭和56年度も4月に入り，いよいよ海のシーズンの

幕明けともなり，外洋帆走界においても各地において

各種行事が計画され，実行に移されつつあることは，

真にご同慶至極に存ずる次第です。

（社)日本外洋帆走協会も，昭和56年度計画事業を実

行に移す段階を迎え，各専門委員長を始め事務局も日

々努力しているところであります。

つきましては，会費納入に関して昭和56年度年会費

の納入期限である2月も過ぎましたが，未だ納入され

ていない方，或いは値上げ前の|日料金（昭和56年1月

1日にさかのぼって値上げされた）で納入され，未だ

(31）
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年4月1日，新たに社団法人関東小型船安全協会とし

て発足しました。

つきましては，これら3団体をはじめ小型船安全運

航指導団体に対し，一層のご支援，御指導いただきま

すよう宜しく御願い致します。

ヨット

｢神奈川帆船に親しむ会(仮称)」

考想について

海事思想普及委員会

最近における海洋レクリエーション，特にヨットを

中心にしたその発展振りは，我々外洋帆走界に身を置

く者にとっては真にご同慶の至りです。そして，この

ことは国民生活と余暇活動に関するある種の調査にも

見られるごとく，年々その潜在的欲求は盛りあがりを

見せておるのが実態でありますが，この時期に関東海

運局の提唱により，海事広報協会を中心に，次のよう
ョ・ソト

な主旨の下に「神奈川帆船に親しむ会(仮称)」の考想

が提唱されております。

今後関係者による打ち合わせの結果により，実現さ

れていくことと思いますが，我々の早くから心掛けて

きたことでもあり，積極的な姿勢で参画する等これを

見守っていきたいと思います。

1．高度成長期に急速に発展した，ヨット，モーター

ボートを中心とする海洋レクリエーションは，安定成

長をひかえた今日においても，自然との調和と心の豊

かさの酒養を求めて，特にヨットを中心に発展し続け

ており，国民生活に着実に根づきつつある。

古い歴史を持つ横浜港と，自然に恵まれた三浦半島

をかかえる神奈川県は，関東地方における海への出口

であり，発展しつつある海洋レクリエーションにも，

その活動の基地を数多く提供してきている。現在，三

浦半島を中心に大小約20ケ所のマリーナが整備され，

関東地方の90％以上に当たる約5,000隻のヨット等が係

留されており，将来にわたり神奈川県は関東一円の海

洋レクリエーション基地として発展することが期待さ

れている。

この期待に応えるためには，まず神奈川県民が自ら

の海と，その海での正しいレクリエーションのあり方

について，十分に理解を深めておく必要がある。

関東海運局は，以上の認識のもとに,今般,海事思想

の普及の見地から，関係方面の協力を得て，日頃海と

疎遠な県民に対し積極的に，海洋レクリエーションの

広さと楽しさを知る機会を提供することとし，まず，

その第一段階として，海事広報協会を中心に『神奈川
ヨット

帆船に親しむ会(仮称)』を設立し，特に将来を担う少

年・少女とその父母に対し，ヨットを通じ，健全で安

全な海洋レクリエーションを楽しむためのオリエンテ

(32）

－ションを展開することとした。

2．○マリーナの見学

○ヨットの試乗

○海の男（ヨットマン）との懇談

○海洋映画の鑑賞

○ヨットレースの見学

○海上安全指導活動の見学

○大型帆船の見学

芦…、,墓奄…基軍～、…墓込詫軍差軍三蓮… 減

り ●

》 ；
ア
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メ
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2828アグリー・ダックリンY-26S西宮7.98X

6.25×2.80×1.50諏訪泰久,中嶋良雄,堀井繁(共同）

2841海豹｢オットセイ」スプレンダー27小戸ヨッ

トハーバー8．1×7．1×2．8×1．92鈴木幸人艇名

の由来：「海豹」と書いてオットセイと呼ばせており

ます。どんな海にも強く，世界中を廻遊し,人なっっこ

い感じ,ひょうきんな感じより取りました｡/抱負:｢海

洋国」という日本であるが，その実質に挑戦したいと

思う｡/NORCへの要望:｢NORC」は名のように

競争会であるので，レースは当然と思うが，他の面で

も活動が欲しい。海外では古来よりの自然発生的な中

での「ORC」であり，日本の場合には条件が異なる

ので,｢NORC」は遊びを含めての会，日本の帆船を

統合出来る会にしてほしい。

2842南風NANPUY26.C室津7.98×6.40X

2.80×1.55岡崎弘／艇名の由来：特になし。／抱負：

初めてクルーザーのオーナーになったのでよくわかりへ

ませんが,レースに,また，クルージングに先輩の指導

を受けながら，アクティビティーの高い艇にしたいと

願って居ります｡/クルー：これからです｡/NORC

への要望：特になし。
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